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2026年9月28日（月曜日）午後5時30分

証券コード 3154

第 期17
メディアスホールディングス株式会社

招集ご通知
定 時 株 主 総 会

2026年9月29日（火曜日）午前10時
〈 受付開始予定時刻：午前９時 〉

東京都中央区日本橋２丁目７番１号 
東京日本橋タワー５階
ベルサール東京日本橋　Room５

開催
日時

目次

開催
場所

議案

招集ご通知
株主総会参考書類
事業報告
計算書類等
監査報告書

議決権行使期限

第1号議案　剰余金の処分の件

第2号議案　�取締役（監査等委員である取締役を除く。） 
4名選任の件

第3号議案　�監査等委員である取締役1名選任の件



ご挨拶
株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご高配

を賜り、厚く御礼申し上げます。
このたび代表取締役社長に就任いたしました芥川でござ

います。当社グループが創業以来大切にしてきた「医療を
止めない」という使命と、地域医療への貢献という理念を
受け継ぎ、持続的な成長と企業価値の向上に全力で取り組
む所存です。

当社第17期定時株主総会の開催にあたり、ここに招集
のご通知をお届けいたします。

当社グループは、医療機器・医療材料の安定供給を通じ
て地域医療を支えてまいりました。医療を取り巻く環境が
大きく変化するなかにあっても、その社会的役割を果たし
続けるためには、事業基盤の強化と持続的な成長が欠かせ
ないものと認識しております。

こうした考えのもと、これまで医療機関との信頼関係を
基盤に、M&Aやアライアンスを通じた事業の拡充、物流・
供給体制の高度化、有事に備えた事業継続力の強化に取り
組んでまいりました。これらは単なる規模の拡大ではなく、
将来にわたり地域医療を支え続けるための礎となるもので
す。

社長交代を新たな出発点として、今後も構造改革や事業
活動の変革を推進し、収益力の向上を図ってまいります。
あわせて、M&Aやアライアンスの推進、業務効率化の深
化、人材への投資などを推し進め、当社グループの強みを
最大限に活かし、収益性を高めることで、ROE8％以上を
めざします。

当社グループは医療機器の安定供給という社会的使命を
果たし、その結果として持続的な利益成長と株主価値向上
を実現します。

「医療を止めない」という使命を果たし続けながら、株
主の皆さまのご期待にお応えできるよう、役職員一同、決
意を新たに邁進してまいります。引き続きご理解とご支援
を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

メディアスホールディングス株式会社

代表取締役社長 芥川 浩之
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証券コード３１５４
2026年９月14日

（電子提供措置の開始日 2026年９月２日）
株 主 各 位

東京都千代田区有楽町一丁目２番２号
メディアスホールディングス株式会社
代表取締役社長 芥 川 浩 之

第17期定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
さて、当社第17期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイ

トに「第17期定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。

当社
ウェブサイト https://www.medius.co.jp/ir/meeting/

東京証券取引所
ウェブサイト
（東証上場会社
情報サービス）

https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
※サイトアクセス後、銘柄名（メディアスホールディングス）又は証券コード
（3154）を入力・検索し、「基本情報」、「縦覧書類／ＰＲ情報」を選択の上、ご
確認ください。

なお、書面又はインターネット等による議決権行使につきましては、誠にお手数ながら、電子
提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検討いただき、2026年９月２8日（月曜日）午後
５時30分までに議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。

敬具
記

1. 日 時 2026年９月29日（火曜日）午前10時
（受付開始予定時刻 午前９時）

2. 場 所 東京都中央区日本橋２丁目７番１号 東京日本橋タワー５階
ベルサール東京日本橋 Room５
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3. 会議の目的事項
報 告 事 項 1. 第17期（自2025年７月１日 至2026年６月30日）事業報告、連

結計算書類並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査
結果報告の件

2. 第17期（自2025年７月１日 至2026年６月30日）計算書類報告
の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件
第３号議案 監査等委員である取締役１名選任の件

4. 議決権行使に
ついてのご案内 ３ページに記載の「議決権行使についてのご案内」をご参照ください。

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎ 当日ご出席の際は、同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。
◎ 電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきま

す。
◎ 電子提供措置事項のうち、「業務の適正を確保するための体制及び運用状況の概要」、「連結株主資本等変動

計算書」、「連結注記表」、「株主資本等変動計算書」及び「個別注記表」につきましては、法令及び定款第15
条の規定に基づき、株主様に対して交付する書面には記載しておりません。当該書面は、監査報告を作成す
るに際し、監査等委員会及び会計監査人が監査をした書類の一部です。
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議決権行使についてのご案内
株主総会にご出席いただける場合
開催日時 2026年９月29日（火曜日）午前10時開催（受付開始予定時刻：午前９時）

同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。（ご捺印は不要です。）
また、代理人によるご出席の場合は、委任状を議決権行使書用紙とともに会場受付にご提出ください。（代理人の資
格は、当社定款の定めにより、議決権を有する他の株主様に限るものとさせていただきます。）
また、資源節約のため、本招集ご通知を会場までご持参くださいますようお願い申しあげます。

書面にてご行使いただく場合
行使期限 2026年９月28日（月曜日）午後５時30分到着分まで

同封の議決権行使書用紙に、議案に対する賛否をご記入いただき、行使期限までに到着するようご返送ください。
なお、各議案につき賛否のご表示がない場合は、賛の表示があったものとして取り扱わせていただきます。

インターネットによりご行使いただく場合
行使期限 2026年９月28日（月曜日）午後５時30分まで

ウェブサイト（https://www.web54.net）にアクセスしていただき、行使期限までに賛否をご入力ください。
複数回にわたりご行使された場合の議決権の取り扱い
●郵送とインターネットにより重複して議決権をご行使された場合は、インターネットによる議決権行使の内容を
有効として取り扱わせていただきますのでご了承ください。

●インターネットにより複数回にわたり議決権をご行使された場合は、最後にご行使された内容を有効とさせてい
ただきます。またパソコンとスマートフォン等で重複して議決権をご行使された場合も、最後にご行使された内
容を有効とさせていただきます。

◆議決権行使ウェブサイトをご利用いただくために、プロバイダーへの接続料並びに通信事業者への通信料金
（電話料金等）などが必要となる時がありますが、これらの料金は株主様のご負担となります。



ご注意事項
インターネット接続にファイアーウォール等を使用されている場
合、アンチウィルスソフトを設定されている場合、PROXYサーバー
をご利用の場合等、株主様のインターネット利用環境によって、
ご利用できない場合もございます。
議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用（プロバイダー
接続料金・通信料金等）は、すべて株主様のご負担となります。
また、スマートフォンを含む携帯電話のフルブラウザ機能を用い
た議決権行使も可能ですが、機種によってはご利用いただけない
場合がありますので、ご了承ください。
議決権行使書面とインターネット等による方法と重複して議決権
を行使された場合は、インターネット等によるものを有効な議決権
行使として取り扱わせていただきます。
また、インターネット等にて複数回にわたり議決権行使をされた
場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使として取り扱わ
せていただきます。

インターネットによる議決権行使は、当社の指定する
下記の議決権行使ウェブサイトをご利用いただくこと
によってのみ可能です。なお、スマートフォンをご利
用の方は同封の議決権行使書用紙に記載された「スマ
ートフォン用議決権行使ウェブサイトログインQRコ
ード」を読み取りいただくことにより、「議決権行使コ
ード」および「パスワード」が入力不要でアクセスで
きます。

議決権電子行使プラットフォームのご利用について
（機関投資家の皆様へ）
機関投資家の皆様につきましては、株式会社ICJの運営
する「議決権電子行使プラットフォーム」をご利用いた
だくことが可能です。

議決権行使期限
2026年９月28日（月）午後５時30分まで

株主名簿管理人
三井住友信託銀行㈱ウェブサポート専用ダイヤル

パソコンなどの操作方法に関するお問い合わせ先

インターネット等による議決権行使のご案内

議決権行使ウェブサイト
https://www.web54.net

ふ0120-652-031
受付時間 （土曜・日曜・祝日も受付）9:00～21:00

「議決権行使ウェブサイト」
 による方法

ログイン

パスワードの入力

「次へすすむ」をクリック

※　QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

お手元の議決権行使書用紙に記載され
た「議決権行使コード」を入力し、「ロ
グイン」をクリック

お手元の議決権行使書用紙に記載され
た「パスワード」を入力し、「次へ」を
クリック

議決権行使ウェブサイトにアクセス

▲

● 

● 

● 

● 
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以降、画面の案内に従い議決権をご行使ください。

「スマートフォン用議決権行使ウェブサイトログインQRコード」を読み取りいただくことにより、
「議決権行使コード」および「パスワード」が入力不要でアクセスできます。
※「スマート行使」での議決権行使は1回に限ります。

議決権行使方法を選ぶ

議決権行使ウェブサイト
画面が開くので、議決権
行使方法を選ぶ

各議案の賛否を選択

画面の案内に従って各議
案の賛否を選択

QRコードを読み取る

同封の議決権行使書用紙
の右下「スマートフォン用
議決権行使ウェブサイト
ログインQRコード」をス
マートフォンかタブレット
端末で読み取る

「スマート行使」による方法　

5



株主総会参考書類
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第１号議案 剰余金の処分の件
当社は、株主の皆様への利益配当につきましては、中・長期にわたる安定的な成長を維持する

ために必要な内部留保を確保しつつ、その成長に応じた成果の配分を実施するべく、連結配当性
向30%以上を目途に配当を行うことを基本方針としております。
当期につきましては、かかる方針を踏まえ１株につき普通配当金20円とさせていただきたく

存じます。

期末配当に関する事項
（1）配当財産の種類

金銭

（2）株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額
当社普通株式１株につき金20円 総額444,744,380円

（3）剰余金の配当が効力を生じる日
2026年９月30日
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第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件
取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じ。）４名全員は、本定時

株主総会終結の時をもって任期満了となりますので、取締役４名の選任をお願いいたしたいと存
じます。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番号 氏名 現在の当社における地位、担当

１ 池 谷 保 彦 再 任 取締役会長

２ 芥 川 浩 之 再 任 代表取締役社長執行役員
コーポレート統括本部長

３ 栗 原 勝 再 任 取締役専務執行役員
マーケティング＆コミュニケーション統括本部長

４ 宮 地 修 平 再 任 取締役専務執行役員
プレジデント統括本部長

再 任 再任取締役候補者 新 任 新任取締役候補者 社 外 社外取締役候補者 独 立 東京証券取引所の定めに基づく独立役員



8

候補者
番 号 1 い け や や す ひ こ

池谷 保彦 再 任

生年月日 1954年１月16日
取締役在任年数 17年
取締役会の出席状況 16回/16回（100%）
所有する当社株式数 482,843株

略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況
1976年４月 村中医療器㈱入社
1978年６月 協和医科器械㈱入社
1991年８月 同社取締役営業部長兼浜松支店長
1994年７月 同社常務取締役営業本部長
1995年８月 ㈱オズ（現：㈱アルバース）取締役
1997年８月 協和医科器械㈱常務取締役東海営業本部長
2000年10月 ㈱エヌエイチエス静岡取締役
2001年９月 協和医科器械㈱代表取締役社長
2009年７月 当社代表取締役社長
2010年５月 ㈱ケー・エス・ピー・ディ（現：メディアスソリューション㈱）取締役
2010年７月 ㈱栗原医療器械店取締役（現任）
2010年９月 協和医科器械㈱取締役

当社社長執行役員
2011年 5 月 東京都医療機器販売業協会理事
2011年９月 協和医科器械㈱取締役会長
2013年２月 ㈱イケヤ代表取締役社長（現任）
2014年９月 協和医科器械㈱取締役
2017年２月 ㈱ケアフォース取締役
2018年６月 ㈱ミタス取締役（現任）
2018年９月 ㈱ネットワーク（現：㈱アルバース）取締役
2025年９月 協和医科器械㈱取締役会長（現任）
2026年８月 当社取締役会長（現任）

重要な兼職の状況
協和医科器械㈱取締役会長、㈱栗原医療器械店取締役、㈱ミタス取締役、㈱イケヤ代表取締役社長
取締役候補者とした理由

池谷保彦氏は、長年にわたり当社の代表取締役として当社グループの成長と企業価値向上を牽引してきた実績を
有しており、グループ経営に対する助言や監督を通じてガバナンスの強化に貢献しております。これらの経験と
見識を活かし、当社の持続的な企業価値向上に寄与することが期待されることから、取締役候補者としたもので
あります。
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候補者
番 号 2 あくたがわ ひ ろ ゆ き

芥川 浩之 再 任

生年月日 1967年８月19日
取締役在任年数 12年
取締役会の出席状況 16回/16回（100%）
所有する当社株式数 44,180株

略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況
1991年11月 協和医科器械㈱入社
2003年７月 同社経理部長
2009年７月 当社管理本部長兼経理部長
2010年９月 ㈱ケー・エス・ピー・ディ（現：メディアスソリューション㈱）取締役
2010年10月 当社執行役員経営推進本部長兼経営企画部長
2013年５月 ㈱秋田医科器械店取締役
2014年９月 当社取締役
2015年９月 当社常務執行役員経営推進本部長兼経営企画部長
2017年９月 ㈱ケアフォース取締役
2019年７月 当社常務執行役員経営推進本部長
2019年９月 協和医科器械㈱取締役（現任）
2020年６月 ㈱アクティブメディカル（現：㈱アルバース）取締役
2021年７月 当社常務執行役員経営管理統括本部長兼経営推進本部長
2022年７月 当社常務執行役員経営管理統括本部長
2022年９月 当社専務執行役員経営管理統括本部長
2023年７月 当社専務執行役員コーポレート統括本部長
2025年５月 協和医科器械㈱執行役員経営管理本部長
2025年７月 メディリスロジ㈱取締役（現任）
2025年９月 ㈱アルバース取締役（現任）
2026年６月 ㈱エヌエイチエス静岡取締役（現任）
2026年８月 当社代表取締役社長執行役員コーポレート統括本部長（現任）

重要な兼職の状況
協和医科器械㈱取締役、㈱アルバース取締役、メディリスロジ㈱取締役、㈱エヌエイチエス静岡取締役
取締役候補者とした理由

芥川浩之氏は、経営管理部門における豊富な経験に基づく高い見識を有しており、当社及び当社グループの経営
管理の推進と持続的な企業価値向上に努めるとともにグループの成長戦略及び事業運営を牽引しております。そ
の豊富な経験と見識に基づき、当社グループの更なる発展への貢献が期待されることから、取締役候補者とした
ものであります。
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候補者
番 号 3 く り ば ら まさる

栗原 勝 再 任

生年月日 1970年９月21日
取締役在任年数 16年
取締役会の出席状況 16回/16回（100%）
所有する当社株式数 121,111株

略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況
1990年４月 ㈱栗原医療器械店入社
1992年４月 ヴィッカースメディカルインターナショナル入社
1994年８月 日本コーリン㈱（現：フクダコーリン㈱）入社
1999年４月 ボストン・サイエンティフィックジャパン㈱入社
2001年５月 ㈱栗原医療器械店入社
2004年８月 同社取締役
2009年８月 ㈱メディカルバイオサイエンス（現：㈱つむぐメディカル）取締役（現任）
2009年９月 ㈱エム・ケー取締役（現任）
2010年９月 当社取締役（現任）
2013年９月 ㈱栗原医療器械店専務執行役員
2015年９月 当社常務執行役員営業管理統括本部長
2017年９月 当社専務執行役員

㈱栗原医療器械店代表取締役社長（現任）
㈱ネットワーク（現：㈱アルバース）取締役

2018年４月 特定非営利活動法人千代田会理事（現任）
2018年６月 ディーセンス㈱（現：㈱アルバース）取締役
2020年６月 ㈱アクティブメディカル（現：㈱アルバース）取締役
2021年10月 同社取締役会長（現任）
2023年４月 群馬県医療機器販売業協会理事長（現任）
2023年６月 日本医療機器販売業協会理事（現任）
2023年 7 月 ㈱オーソエッジジャパン取締役（現任）
2025年 7 月 ㈱レップス取締役会長（現任）
2025年９月 ㈱秋田医科器械店取締役（現任）
2026年１月 当社専務執行役員企画統括本部長
2026年７月 当社専務執行役員マーケティング＆コミュニケーション統括本部長（現任）

重要な兼職の状況
㈱栗原医療器械店代表取締役社長、㈱アルバース取締役会長、㈱秋田医科器械店取締役、㈱オーソエッジジャ
パン取締役、㈱つむぐメディカル取締役、㈱レップス取締役会長、㈱エム・ケー取締役、群馬県医療機器販売
業協会理事長、日本医療機器販売業協会理事
取締役候補者とした理由

栗原勝氏は、当社の重要な子会社である㈱栗原医療器械店において、長年にわたり代表取締役社長として経営
に携わっております。候補者の豊富な経験や知見を当社取締役会において活かすことにより、取締役会の意思
決定機能や監督機能の実効性強化が期待できるため、取締役候補者としたものであります。



11

候補者
番 号 4 み や じ しゅうへい

宮地 修平 再 任

生年月日 1974年２月６日
取締役在任年数 ９年
取締役会の出席状況 16回/16回（100%）
所有する当社株式数 376,894株

略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況
1995年３月 福井医療㈱（現：㈱ミタス）取締役
1998年４月 東芝メディカルシステムズ㈱（現：キヤノンメディカルシステムズ㈱）入社
2006年５月 福井医療㈱（現：㈱ミタス）専務取締役
2009年１月 同社代表取締役社長（現任）
2009年３月 ㈱Focal Trust代表取締役社長（現任）
2014年９月 ㈱Mʼs取締役（現任）
2017年９月 当社取締役（現任）

当社常務執行役員営業管理統括本部長
2018年９月 当社常務執行役員コーポレート統括本部長

ディーセンス㈱（現：㈱アルバース）取締役
2020年９月 メディアスソリューション㈱取締役（現任）
2021年１月 ㈱3Sunny取締役
2021年７月 当社常務執行役員コーポレート統括本部長兼DX推進本部長
2021年10月 ㈱アルバース取締役

㈱アクティブメディカル（現：エーノースメディカル㈱）取締役（現任）
2022年３月 当社常務執行役員コーポレート統括本部長兼マーケティングコミュニケーション本部長兼DX

推進本部長
2022年７月 当社常務執行役員コーポレート統括本部長兼DX推進本部長
2022年９月 当社専務執行役員コーポレート統括本部長兼DX推進本部長
2023年７月 当社専務執行役員プレジデント統括本部長（現任）

重要な兼職の状況
㈱ミタス代表取締役社長、エーノースメディカル㈱取締役、メディアスソリューション㈱取締役、㈱Focal
Trust代表取締役社長、㈱Mʼs取締役

取締役候補者とした理由
宮地修平氏は、当社の重要な子会社である㈱ミタスにおいて代表取締役社長として経営に携わっております。候
補者の豊富な経験や知見を当社取締役会において活かすことにより、取締役会の意思決定機能や監督機能の実効
性強化が期待できるため、取締役候補者としたものであります。
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（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項の役員等賠償責任保険契約を締結しており、

当該保険契約の内容の概要は事業報告の「３.当社の会社役員に関する事項（３）役員等賠償責任保
険契約の内容の概要等」に記載のとおりです。候補者各氏が選任された場合は、当該保険契約の被
保険者に含められることとなります。なお、当該保険契約は2027年５月に同程度の内容で更新を予
定しています。

３．所有する当社株式数は、2026年６月末時点の状況を記載しております。また、メディアスホールデ
ィングス役員持株会名義で所有している株式を含んでおります。
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第３号議案 監査等委員である取締役１名選任の件
監査等委員である取締役横幕才氏は、本定時株主総会終結の時をもって任期満了となりますの

で、監査等委員である取締役１名の選任をお願いいたしたいと存じます。
なお、本議案が承認された場合に、監査等委員である取締役は７名となります。
また、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。
監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。

氏名 現在の当社における地位、担当

横 幕 才 再 任 社 外 独 立 社外取締役（監査等委員）

再 任 再任取締役候補者 新 任 新任取締役候補者 社 外 社外取締役候補者 独 立 東京証券取引所の定めに基づく独立役員
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よ こ ま く まさる

横幕 才 再 任 社 外 独 立

生年月日 1961年６月16日
取締役（監査等委員）在任年数 ２年
取締役会の出席状況 16回/16回（100%）
監査等委員会の出席状況 13回/13回（100%）
所有する当社株式数 ー

略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況
1984年４月 全日空ワールド㈱（現：ANAあきんど㈱）入社
1990年７月 日本メドトロニック㈱入社
1999年２月 ボストン・サイエンティフィックジャパン㈱入社
2016年４月 ㈱イノフィスCOO
2018年５月 ㈱ホリスター代表取締役社長
2023年１月 同社相談役
2024年９月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

重要な兼職の状況
該当事項はありません。
監査等委員である社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要

横幕才氏は、医療機器業界において長年従事しており業界全般について豊富な知識を有しております。また経
営者として経営改革や組織改革に取り組むなど、経営全般についても豊富な経験・実績を有しております。候
補者が有するこれらの豊富な知識と見識を当社の経営に活かしていただきたいために、監査等委員である社外
取締役候補者としたものであります。

監査等委員である社外取締役に就任してからの年数
当社における監査等委員である社外取締役としての在任期間は、本総会の終結の時をもって２年となります。
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（注）１．横幕才氏と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．横幕才氏は、監査等委員である社外取締役候補者であります。なお、当社は現在、横幕才氏を株式

会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ており、同氏の再任
が承認された場合、引き続き独立役員として指定する予定であります。

３．取締役（監査等委員）との責任限定契約について
当社は、取締役（監査等委員）が期待される役割を十分発揮できるよう、横幕才氏の再任が承認さ
れた場合、会社法第427条第１項の規定により、任務を怠ったことによる賠償責任を限定する趣旨
の責任限定契約を継続する予定であります。

４．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項の役員等賠償責任保険契約を締結しており、
当該保険契約の内容の概要は事業報告の「３.当社の会社役員に関する事項（３）役員等賠償責任保
険契約の内容の概要等」に記載のとおりです。候補者が選任された場合は、当該保険契約の被保険
者に含められることとなります。なお、当該保険契約は2027年５月に同程度の内容で更新を予定
しています。

（ご参考）
１．取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者の指名を行うにあたっての方針と手続き

取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者の指名については、以下のような基準に従って、
監査等委員である社外取締役及び代表取締役社長、人事部門担当取締役で構成される任意の指名委員
会（役員選任案策定会議）において、役員候補者を審議し、取締役会に対して役員候補者の推薦を行
い、株主総会付議議案として取締役会で決議し、本総会に提出しています。
・職務の執行について善管注意義務・忠実義務を適切に果たし、当社の持続的な利益成長と企業価値
向上に貢献するための資質を備えていること。

・業務執行役員については、当社グループの事業に精通し、当社グループの経営を適切に遂行する能
力を有すること。

２．社外取締役の独立性判断基準及び資質について
当社は社外取締役の選任にあたり東京証券取引所の有価証券上場規程施行規則等を参考とした上で、
社外取締役と当社の利害関係その他の関係を慎重に調査・検討し、一般株主との間に利益相反が生じ
る恐れがないことのほか、より多様な専門的知識、経験を有した独立社外役員を選任することが取締
役会をはじめとした意思決定・監督機関における議論を一層活性化させ、適切な意思決定や監督の実
施を担保するものであると考えております。
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（ご参考）株主総会後の役員のスキルマトリックス
※本招集ご通知記載の候補者を原案どおり全てご選任いただいた場合、各取締役（監査等委員で
ある取締役を含む。）の専門性と経験は次のとおりとなります。

氏名 企業経営 医療制度 財務・会計
法務・リス
クマネジメ

ント
人材・人材

育成
営業・マー
ケティングＩＴ・ＤＸ 金融

取締役

池 谷 保 彦 ○ ○ ○

芥 川 浩 之 ○ ○ ○

栗 原 勝 ○ ○ ○

宮 地 修 平 ○ ○ ○ ○

監査等
委員で
ある
取締役

武 井 宏 人 ○ ○

工 藤 浩 社 外
独 立 ○ ○ ○

舩 山 範 雄 社 外
独 立 ○ ○ ○

渡 部 昭 彦 社 外
独 立 ○ ○ ○ ○

横 幕 才 社 外
独 立 ○ ○ ○

清 水 夏 子 社 外
独 立 ○

後 藤 昌 子 社 外
独 立 ○
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■監査等委員会の意見
取締役（監査等委員である取締役を除く。）の選任等及び報酬等については、役員選任案策

定会議（任意の指名委員会）及び取締役報酬案策定会議（任意の報酬委員会）に監査等委員で
ある社外取締役６名が委員として出席し、選任等及び報酬等の審議を行い、その内容を監査等
委員会において報告、協議し、適切な議論及び運用がなされていることを確認しました。
この結果、監査等委員会としては、取締役（監査等委員である取締役を除く。）の選任等及

び報酬等のいずれについても、会社法の規定に基づき株主総会で陳述すべき特段の事項はない
との結論に至りました。

以上
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1. 企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過及びその成果

当連結会計年度における当社グループを取り巻く環境においては、医療技術の進歩等による高齢者
人口の増加に加えて、一昨年より実施されている医師の働き方改革や、2026年度診療報酬改定にお
いて医療従事者の賃上げ分として一部設定されたものの、設定金額を上回る医療従事者の賃上げ等に
よる医療機関の業績悪化等により、今後も断続的に医療体制の逼迫した状況が懸念されております。
そのため、オンライン診療やＡＩの医療への応用といった医療ＤＸの推進等による、効率的な医療供
給体制の構築が医療機関に求められております。
一方、物価や人件費の高騰に加えて円安基調の継続や金利の上昇、更にはイラン情勢による原材料

価格の高騰等、依然として医療業界をとりまく環境としては、先行きが不透明な状況が続いておりま
す。
このような経営環境のもと、当社グループは、持続可能な医療体制の構築に向けて、製品の安定供

給並びに顧客の課題解決に取り組むことを方針として事業活動を行っております。
当連結会計年度においては、循環器・整形外科領域を中心とした症例増加及び新規顧客獲得等に伴

う販売拡大により、売上高及び売上総利益は前期と比較して増加いたしました。
販売費及び一般管理費においては、主要子会社における事業規模拡大に伴う人員採用及び処遇改善

等による人件費の増加に加えて、配送単価の上昇及び配送物量の増加による物流コストの増加によ
り、業務委託費が増加したこと等から、前期と比較して増加いたしました。加えて、一部の子会社の
固定資産及びのれんに関する減損損失等を特別損失として計上いたしました。以上より、営業利益、
経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は前期と比較して減少いたしました。
この結果、当連結会計年度における売上高は302,336百万円(前期比4.7％増)、営業利益は1,780

百万円(同5.1％減)、経常利益は2,306百万円(同4.8％減)、親会社株主に帰属する当期純利益は944
百万円(同31.4％減)となりました。
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事業セグメント別の業績の概況
①医療機器販売事業

消耗品については、循環器・整形外科領域を中心とした症例増加及び新規顧客獲得の進展に加え
て、イラン情勢による原材料価格の高騰等による値上げ前の購入需要等の発生に伴い、売上高が拡大
いたしました。備品については、大型の放射線治療装置や人工心肺装置の販売があった一方で、前期
における特需案件等の影響により売上高は減少したものの、前期比でセグメントの売上高及び売上総
利益は増加いたしました。
また、事業規模拡大や物流コストの高騰等により販売費及び一般管理費が増加しているため、セグ

メント利益は減少いたしました。
この結果、売上高は296,023百万円(前期比4.7％増)、売上総利益は33,334百万円(同3.8％増)、

セグメント利益(営業利益)は9,668百万円(同7.5％減)となりました。

②介護・福祉事業

売上高については、レンタル事業における契約の積み上げに加えて解約率を低く抑えられたこと
や、値上げ前のまとめ買い等により、増加いたしました。原価の高騰が続く状況においても、利益率
の高い介護機器のレンタル事業及び住宅リフォームやリフトの販売が好調に推移したこと等により、
売上総利益も増加いたしました。
また、人件費が増加した一方で、販売費及び一般管理費全体としては売上総利益の増加に対して緩

やかな増加であったため、営業利益は増益となりました。
この結果、売上高は6,313百万円(前期比5.2％増)、売上総利益は2,499百万円(同6.6％増)、セグ

メント利益(営業利益)は587百万円(同13.9％増)となりました。
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（注）当社グループのセグメントは、次のとおりであります。
医療機器販売事業……（医療機器販売事業）

国内の医療機器メーカー・代理店・商社等より仕入れた医療機器（備品・消
耗品）を、国内の病院等医療施設に販売しており、当社グループの基幹とな
る事業であります。
（医療機器の修理及びメンテナンス事業）
当社グループが病院等医療施設に販売した医療機器の修理及びアフターサー
ビス、病院等医療施設との保守契約に基づく医療機器全般のメンテナンスを
行っております。

介護・福祉事業………国内外の介護福祉機器メーカー・代理店・商社等より仕入れた介護福祉機器
（備品・消耗品）を、国内の病院等医療施設及び介護施設並びに医療機器販売
業者、一般個人に販売しております。また、介護福祉機器の一般個人へのレ
ンタルを行っております。

（2）資金調達の状況
当連結会計年度につきましては、特筆すべき事項はありません。

（3）設備投資等の状況
当連結会計年度において実施した設備投資の総額は1,570,738千円であります。

（4）事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
2025年７月１日を効力発生日として、当社の連結子会社であるメディリスロジ株式会社が当社の

物流部門を会社分割(簡易吸収分割)により承継いたしました。

（5）事業の譲受けの状況
重要な該当事項はありません。

（6）吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
2025年10月１日を効力発生日として、当社の連結子会社である株式会社アクティブメディカル(現

エーノースメディカル株式会社)が当社の連結子会社であるノアインターナショナル株式会社を吸収
合併いたしました。

（7）他の会社の株式その他の持分若しくは新株予約権等の取得又は処分の状況
重要な該当事項はありません。
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（8）財産及び損益の状況

区 分 第14期
2023年６月期

第15期
2024年６月期

第16期
2025年６月期

第17期
（当連結会計年度）

2026年６月期
売 上 高（千円） 239,054,420 259,789,000 288,689,338 302,336,775

経 常 利 益（千円） 2,423,616 1,750,486 2,422,462 2,306,403
親会社株主に帰属
する当期純利益（千円） 1,498,008 1,124,676 1,375,426 944,092

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益 （円） 68.32 51.21 61.91 42.45

総 資 産（千円） 97,455,753 114,826,794 113,024,980 112,594,534

純 資 産（千円） 18,572,069 19,737,425 20,478,129 20,746,745
１ 株 当 た り
純 資 産 （円） 847.10 891.21 920.89 932.55

（注）１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。
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（9）対処すべき課題
当社グループを取り巻く事業環境は、高齢化の進展に伴う医療需要の増加を背景として市場規模の

拡大が見込まれる一方、診療報酬制度の見直しや医療機関の機能分化・集約化の推進等により、医療
機器販売業界における競争は一層激化しております。また、償還価格の下落に伴う利益率の低下、人
手不足や資源価格の高騰、円安の進行による物価上昇など、事業環境の不確実性も高まっておりま
す。
さらに、医療機関においては「医師の働き方改革」への対応をはじめ、限られた経営資源の中で医

療の質の維持・向上と業務効率化の両立が強く求められており、経営課題はより複雑化しておりま
す。このような状況を背景に、単なる医療機器の供給にとどまらず、医療経営や病院運営の効率化に
資する付加価値の高いサービスへのニーズは今後も拡大するものと考えております。
また、医療機器メーカーによる取引先集約の動きや業界内競争の激化を背景として、事業規模の拡

大や営業基盤の強化を目的としたＭ＆Ａや事業統合などの業界再編の動きは、今後さらに進展するも
のと見込んでおります。
このような事業環境のもと、当社グループが持続的な成長と企業価値の向上を実現するために取り

組むべき課題は次のとおりであります。

① 顧客価値の最大化
当社グループの提供価値の最大化にあたって、その中核となる地域は、国内最大の市場である東

京都を中心とする首都圏です。今までに培ったノウハウと情報ネットワークを活用して、医療機器
の販売だけでなく、当社の子会社が独自に構築した日本最大級の医療材料データベースである
「ASOURCE® DATABASE」を基盤とした、物流管理システムや手術室運営支援プログラム「Ｓ
ＵＲＧＥＬＡＮＥ®」、材料価格最適化支援システム「ｍｅｃｃｕｌ®」等の各種ソリューションツ
ールを組み合わせることで、良質な医療環境の提供及び病院の経営改善に総合的に貢献できる企業
として引き続き首都圏の医療機関へ積極的に提案を行ってまいります。また、急性期医療を提供す
る医療機関への営業強化並びに低侵襲手術分野への注力により市場シェアの獲得を図る方針です。
併せて、各地域においても営業体制の更なる盤石化を図ります。
加えて、当社の子会社が手掛ける品質と価格のベストバランスを追求したプライベートブランド

商品である「ASOURCE® SELECT」の製品拡充を通じて、医療機関の皆様が医療機器を安全に安
心してお使いいただけるように取り組んでいく方針です。その他、医療機器物流においては、当社
の子会社を通じて病院や医療機関とのより密接な関係を構築し、更には同業他社と医療機器物流に
おける共同配送の実証実験を行う等、サプライチェーンの最適化に向けた取り組みを強化してまい
ります。また、医療材料データの管理業務をインフラとして集約・標準化することが、業界全体の
持続的な発展に必要であるとの前提のもと、新たに設立した同業他社との合弁子会社を通じて、マ
スタデータの標準化を推進し、医療業界における事務負担の軽減と、より質の高い医療供給体制の
維持・向上に貢献してまいります。更に、当社の子会社にてメディカルセールスのプロの派遣や、
メーカーのプロダクトに合わせた独自のパートナーディーラー体制の構築による販売支援を行う
等、各専門分野における子会社を設立し、様々な角度から事業を補完しつつ展開してまいります。
一方、新型コロナウイルス感染症の拡大は、人々の生活様式を一変させました。いかなる状況に

も対応した医療提供体制の再構築が喫緊の課題であると認識しており、当社グループの各地域にお
いてＢＣＰ対応が可能な体制を整備していくことで、機能的かつ持続可能な医療材料の提供体制を
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構築してまいります。

② Ｍ＆Ａ及びアライアンスの推進とグループ経営管理体制の強化による収益性向上
競争激化や人材不足等の要因で厳しさを増す経営環境に対応するため、継続的にＭ＆Ａ及びアラ

イアンスを推進し、事業規模の拡大や人材の獲得を図る方針です。
委員会等の組織横断的な取り組みや人事交流を通じてグループ内の連携を強化し、ノウハウを共

有するとともに、当社グループの有するソリューションツールの活用を推進していくことで生産性
の向上を図ります。売上原価率の低減に向けた取り組みや、ＩＴ・物流等の業務インフラの整備や
管理業務の集約による効率化に加え、働き方改革に向けた業務環境の改善についてもグループ一体
となって注力してまいります。これらの取り組みについては、ＤＸを推進していくことで効果の最
大化を図ります。併せて、ＰＭＩ（Post Merger Integration：統合効果の最大化）の推進につい
てもシナジーの早期発現に向けて重点課題として取り組んでまいります。
以上の取り組みにより、当社グループは事業規模の拡大と収益性の向上を実現し、長期にわたり

安定的な成長を図ってまいります。

（10）主要な事業内容（2026年６月30日現在）
当社グループは、医療機器の販売及びメンテナンス、介護福祉機器の販売及びレンタルを主な事業

として取り組んでおります。
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（11）重要な子会社の状況

名 称 資本金 当社の
議決権比率 主要な事業内容

株式会社栗原医療器械店
千円 ％ 医療器具及び医療用機器等の販売、修理

介護福祉機器の販売及びレンタル80,000 100

協和医科器械株式会社 80,000 100 医療器具及び医療用機器等の販売、修理
介護福祉機器の販売及びレンタル

株式会社アルバース 10,000 100 医療器具及び医療用機器等の販売、修理

株式会社ミタス 60,000 100 医療器具及び医療用機器等の販売、修理
介護福祉機器の販売及びレンタル

マコト医科精機株式会社 30,000 100 医療器具及び医療用機器等の販売、修理

エーノースメディカル株式会社 10,000 100 医療器具及び医療用機器等の販売、修理

株式会社秋田医科器械店 10,000 100 医療器具及び医療用機器等の販売、修理

佐野器械株式会社 12,000 100 医療器具及び医療用機器等の販売、修理

メディリスロジ株式会社 10,000 100 医療機器を中心とした物流事業

メディアスソリューション株式会社 20,000 100
SPDサービスの提供、医療材料共同購買及
び調達支援、病院向け人材派遣、業務効率
化ソリューションサービスの提供

ミウル・ヘルスケア株式会社 45,000 90 医療機器及び医療用消耗品の企画、調達、
販売

株式会社オーソエッジジャパン 10,000 100 医療器具及び医療用機器等の販売、修理

株式会社アルセント 10,000 100 医療器具及び医療用機器等の販売、修理

株式会社つむぐメディカル 11,000 100 医療機器の修理及びメンテナンス業務

株式会社レップス 10,000 100 医療機器メーカー向け営業支援及び販売代
理店事業

エムジェイシー株式会社 15,000 66.7 医療材料等に関する共通商品データベース
の提供

石川医療器株式会社 30,000 100 介護福祉機器の販売及びレンタル

（注）１．議決権比率は子会社による間接所有を含んでおります。
２．特定完全子会社に該当する子会社はありません。
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（12）支店及び営業所（2026年６月30日現在）
① 当社

メディアスホールディングス株式会社

本社 東京都千代田区有楽町一丁目２番２号

日本橋オフィス 東京都中央区日本橋三丁目９番１号

静岡オフィス 静岡県静岡市葵区紺屋町４番８号
② 子会社

株式会社栗原医療器械店 本社 群馬県太田市清原町４番地の６
支店及び営業所 太田、前橋、高崎、さいたま、東京など23拠点

協和医科器械株式会社 本社 静岡県静岡市駿河区池田156番地の２
支店及び営業所 沼津、浜松、名古屋、横浜、厚木など18拠点

株式会社アルバース 本社 東京都中央区日本橋三丁目９番１号
支店及び営業所 東京、横浜、静岡、福井など10拠点

株式会社ミタス 本社 福井県福井市問屋町四丁目901番地
支店及び営業所 敦賀、金沢、富山

マコト医科精機株式会社 本社 山梨県中央市流通団地北5番地
支店及び営業所 甲府

エーノースメディカル株式会社 本社 北海道札幌市豊平豊平三条13丁目２番１号
支店及び営業所 室蘭、釧路、帯広、旭川、函館

株式会社秋田医科器械店 本社 秋田県秋田市御所野湯本六丁目２番３号
支店及び営業所 横手、能代

佐野器械株式会社 本社 京都府京都市南区上鳥羽奈須野町128番地

メディリスロジ株式会社 本社 東京都千代田区有楽町一丁目2番2号
物流センター 神奈川県相模原市緑区大山町４番７号

メディアスソリューション株式会社 本社 東京都千代田区有楽町一丁目２番２号
ミウル・ヘルスケア株式会社 本社 東京都中央区築地2丁目10番２号

株式会社オーソエッジジャパン 本社 東京都中央区日本橋三丁目９番１号
支店及び営業所 八王子、佐久

株式会社アルセント 本社 兵庫県神戸市兵庫区水木通四丁目１番６号
支店及び営業所 大阪、姫路、岡山、福岡など７拠点

株式会社つむぐメディカル 本社 群馬県太田市東今泉町464番地の１
支店及び営業所 前橋、大阪

株式会社レップス 本社 東京都中央区日本橋三丁目9番1号

エムジェイシー株式会社 本社 東京都千代田区有楽町一丁目2番2号
支店及び営業所 岡山

石川医療器株式会社 本社 石川県金沢市直江東一丁目６番地
（注）当社グループ間で同一住所にて入居している支店または営業所について、一部記載を省略しております。
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（13）従業員の状況（2026年６月30日現在）
従 業 員 数 前期比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

2,736名 102名増 39.1歳 10.1年
（注）従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの
出向者を含んでおります。

（14）主要な借入先及び借入額（2026年６月30日現在）
借 入 先 借 入 額

株式会社群馬銀行 千円
2,424,620

株式会社北陸銀行 1,600,000
株式会社埼玉りそな銀行 1,574,580
株式会社栃木銀行 1,500,723
株式会社みずほ銀行 1,383,350
株式会社清水銀行 1,300,000
株式会社静岡銀行 1,219,813
株式会社常陽銀行 1,000,000

（15）その他企業集団の現況に関する重要な事項
当社の連結子会社である株式会社栗原医療器械店が2026年８月21日付で、共栄医科器械株式会社

の株式取得に関する最終契約を締結いたしました。株式取得の実行日は2026年10月１日を予定して
おります。なお、本株式取得による当社の連結売上高、営業利益及び経常利益に与える影響は軽微で
あります。
また、当社の連結子会社である株式会社秋田医科器械店が2026年７月17日付で、株式会社メディ

ライズホールディングスと経営統合の協議を開始することについて合意し、基本合意書を締結いたし
ました。本経営統合による当社の連結業績に与える影響については現時点では未定であり、今後業績
に重要な影響を与えることが判明した場合、またはその他の開示すべき事項が発生した場合には、速
やかに開示いたします。
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2. 当社の株式に関する事項（2026年６月30日現在）
（1）発行可能株式総数 59,400,000株
（2）発行済株式の総数 22,238,217株（自己株式998株を含む）
（3）株主数 16,333名

（4）大株主（上位10名）
株主の氏名又は名称 持株数（株） 持株比率（％）

株式会社エム・ケー 2,190,000 9.85

株式会社Ｍʼ ｓ 2,188,722 9.84
株式会社イケヤ 1,661,900 7.47
メディアスホールディングス従業員持株会 1,074,304 4.83
日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 942,200 4.24
栗原医療従業員持株会 579,300 2.61
池谷 保彦 482,084 2.17
野田 了子 396,900 1.78
アルフレッサホールディングス株式会社 382,800 1.72
宮地 修平 373,180 1.68

（注）持株比率は自己株式を控除して計算しております。

（5）当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況
該当事項はありません。

（6）その他株式に関する重要な事項
該当事項はありません。
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3. 当社の会社役員に関する事項
（1）取締役

（2026年６月30日現在）
地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役社長 池谷 保彦

当社社長執行役員
㈱栗原医療器械店取締役
協和医科器械㈱取締役会長
㈱ミタス取締役
㈱イケヤ代表取締役社長

取締役 宮地 修平

当社専務執行役員プレジデント統括本部長
㈱ミタス代表取締役社長
エーノースメディカル㈱取締役
メディアスソリューション㈱取締役
㈱Focal Trust代表取締役社長
㈱M's取締役

取締役 芥川 浩之

当社専務執行役員コーポレート統括本部長
協和医科器械㈱取締役執行役員経営管理本部長
㈱アルバース取締役
メディリスロジ㈱取締役
㈱エヌエイチエス静岡取締役

取締役 栗原 勝

当社専務執行役員企画統括本部長
㈱栗原医療器械店代表取締役社長
㈱アルバース取締役会長
㈱秋田医科器械店取締役
㈱オーソエッジジャパン取締役
㈱つむぐメディカル取締役
㈱レップス取締役会長
㈱エム・ケー取締役
群馬県医療機器販売業協会理事長
日本医療機器販売業協会理事
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地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

取締役（常勤監査等委員） 武井 宏人

㈱ミタス監査役
エーノースメディカル㈱監査役
㈱秋田医科器械店監査役
ミウル・ヘルスケア㈱監査役
石川医療器㈱監査役

社外取締役（監査等委員） 工藤 浩 工藤コンサルティング事務所代表

社外取締役（監査等委員） 舩山 範雄 日揮ホールディングス㈱社外監査役

社外取締役（監査等委員） 渡部 昭彦
日本PMIパートナーズ㈱アドバイザー
ビジネスコーチ㈱社外取締役
アイムファクトリー㈱社外取締役

社外取締役（監査等委員） 横幕 才 ー

社外取締役（監査等委員） 清水 夏子
清水・新垣法律事務所共同代表
ポールトゥウィンホールディングス㈱社外取締役
（監査等委員）
㈱全国確認検査グループ社外取締役（監査等委員）

社外取締役（監査等委員） 後藤 昌子
後藤昌子公認会計士事務所代表
セントラル硝子㈱社外取締役（監査等委員）
日本公認会計士協会千葉会幹事

（注）１．社内における情報の的確な把握、機動的な監査等への対応のため、常勤の監査等委員を選定しており
ます。

２．当社は、工藤浩氏、舩山範雄氏、渡部昭彦氏、横幕才氏、清水夏子氏、後藤昌子氏を東京証券取引所
の定めに基づく独立役員として、同取引所に届け出ております。

３．取締役住吉進也氏、古木壽幸氏及び取締役（監査等委員）武内秀明氏、越後純子氏、桑原和明氏は、
2025年９月26日開催の第16期定時株主総会終結の時をもって、任期満了により退任いたしました。

４. 代表取締役社長池谷保彦氏は、2026年8月１日付で当社取締役会長に就任しております。
５. 取締役芥川浩之氏は、2026年8月１日付で当社代表取締役社長に就任しております。
６. 取締役栗原勝氏は、2026年7月1日付で当社取締役専務執行役員マーケティング＆コミュニケーショ

ン統括本部長に就任しております。
７. 社外取締役（監査等委員）後藤昌子氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相

当程度の知見を有しております。
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（2）責任限定契約の内容の概要
氏 名 責任限定契約の内容

武井 宏人
会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定す
る契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は300万円以上
であらかじめ定めた金額又は会社法第425条第１項に定める最低責任限度額のいずれ
か高い額としております。なお、当該責任限定が認められるのは、当該取締役が責任
の原因となった職務の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限られることと
しております。

工藤 浩
舩山 範雄
渡部 昭彦
横幕 才
清水 夏子
後藤 昌子

（3）役員等賠償責任保険契約の内容の概要等
当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項の役員等賠償責任保険契約を締結してお

り、同保険の被保険者の範囲は、当社及び当社子会社の取締役及び監査役になります。保険料は
全額当社が負担しており、被保険者の職務の執行に起因して提訴された株主代表訴訟、第三者訴
訟などにより請求された損害賠償金及び訴訟費用等が、同保険により補償されます。ただし、当
該保険契約によって被保険者である役員等の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため
の措置として、被保険者が違法に利益又は便宜を得たこと、犯罪行為、不正行為、詐欺行為又は
法令、規則又は取締法規に違反することを認識しながら行った行為に起因する損害賠償は、上記
保険契約の補償対象外となっております。

（4）当事業年度に係る取締役の報酬等の額
① 取締役（監査等委員であるものを除く。）の個人別の報酬等の内容についての決定に関す

る方針
当社は、取締役会の諮問機関として報酬委員会（取締役報酬案策定会議）を設置しておりま

す。同委員会にて当社の報酬の決定の方針を審議し、その答申に基づき取締役会において報酬の
方針を決定し、同方針について監査等委員会へ報告することとしております。取締役(監査等委
員である取締役及び社外取締役を除く。以下同様。)の報酬等には、職務執行の対価として株主
総会で決議された報酬限度額の範囲内で月次定額として支払われる「基本報酬」、各事業年度の
当社の業績に応じて支給される「業績連動賞与」並びに継続勤務発行型株式報酬及び業績連動発
行型株式報酬による「中長期業績連動報酬」から構成されます。
社外取締役（監査等委員であるものを除く。）については、株主総会で決議された報酬限度額

の範囲内で月次定額として支払われる「基本報酬」のみを支給することとしております。
なお、監査等委員である取締役の報酬については、監査等委員である取締役の協議に基づき個

別報酬を決定します。
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A）取締役の個人別の報酬等（業績連動報酬等及び非金銭報酬等を除く）の額又はその算出方法
の決定に関する方針
金銭による基本報酬等は、役割に応じた報酬体系とするため役位ごとにグレードを設定し、業

績以外の定量的・定性的な評価や貢献度も反映させ決定します。

B）取締役の個人別の報酬等のうち、業績連動報酬等に係る業績指標の内容及びその業績連動報
酬等の額又は数の算定方法の決定に関する方針
当社の業績を踏まえ、役位ごとに基準額を設定し、基準額に業績指標の達成度を考慮して業績

連動賞与を決定します。当社の業績を反映し持続的な成長に向けた健全なインセンティブとして
機能する報酬等となるよう、業績連動報酬等の最も主要な指標として当期純利益を選択しており
ます。
ⅰ 賞与額は、賞与基準額×掛率にて算定します。掛率は、（連結当期純利益の目標達成率×１
/２）＋（連結当期純利益の対前期増減率×１/２）にて算定します。また、当社子会社の代表
取締役を兼務する場合は、（連結当期純利益の目標達成率×１/４）＋（連結当期純利益の対前
期増減率×１/４）＋（代表取締役として兼務する当社子会社の当期純利益の目標達成率×１/
４）＋（代表取締役として兼務する当社子会社の当期純利益の対前期増減率×１/４）にて算
定します。
ⅱ 掛率は、0.5から1.5（当社代表取締役は0.25から2.0）の範囲とします。0.5（当社代表取
締役は0.25）に達しない場合及び当期純利益がマイナスの場合は0.5（当社代表取締役は
0.25）、1.5（当社代表取締役は2.0）を超える場合は、1.5（当社代表取締役は2.0）としま
す。

ⅲ 賞与基準額は、下記のとおり5,500千円から10,000千円の範囲で職位に応じて設定しま
す。

職位 賞与基準額（年額）

社長執行役員 10,000千円

副社長執行役員 8,750千円〜9,750千円

専務執行役員 7,750千円〜8,750千円

常務執行役員 6,500千円〜7,500千円

執行役員 5,500千円〜6,500千円

C）取締役の個人別の報酬等のうち、非金銭報酬等の内容及びその非金銭報酬等の額若しくは数
又はその算定方法の決定に関する方針
当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを与えるとともに、株主の皆様との一層

の価値共有を進めることを目的として、継続勤務発行型株式報酬制度及び業績連動発行型株式報
酬制度を導入しています。業績連動発行型株式報酬は中期経営計画の対象期間に応じた連結当期
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純利益及び当社株価成長率とTOPIX株価成長率との比較に連動して支給する株式数が変動しま
す。本制度により支給する報酬等の総額は、年額66,000千円以内とし、発行又は処分される普
通株式の総数は年40,500株以内とします。

D）上記A）、B）、C）の額の（個人別の報酬等の額に対する）割合の決定に関する方針
取締役の報酬のうち固定報酬「基本報酬等」が占める割合は、変動報酬「業績連動賞与（基準

額）、中長期業績連動報酬（基準額）」の上下によりおよそ総報酬の75%〜90%の範囲内に収ま
る見込みです。ただし、個人別の報酬等の構成割合は、各取締役の職責や業績への貢献度、報酬
等の水準を考慮して調整します。

E) 取締役（監査等委員であるものを除く。）に対し報酬等を与える時期又は条件の決定に関する
方針
取締役（監査等委員であるものを除く。）の報酬等は、会社の前年度の事業報告、計算書類及

び連結計算書類等が承認される毎年９月下旬に開催の株主総会が終了した直後に開催される取締
役会において、毎年10月〜翌年９月までの報酬等の額を決定します。賞与は事業年度ごとの業
績目標の達成度等に応じて、各事業年度終了後に一括して支給します。株式報酬等は中期経営計
画の対象期間の業績確定後に支給します。

F) 取締役（監査等委員であるものを除く。）の個人別の報酬等の内容についての決定の方法
当社は、取締役会の諮問機関として、社外取締役（監査等委員）、人事担当取締役及び代表取

締役社長より構成される報酬委員会（取締役報酬案策定会議）を設置しております。同委員会
は、過半数が社外取締役（監査等委員）で構成されており、当社及び当社グループの各取締役の
報酬等の水準及び指標等について検討し、報酬等の決定プロセスの透明性並びに会社業績、個人
業績及び世間水準等から見た個人別の報酬等の妥当性を検証のうえ取締役会への答申を行ってお
ります。同委員会の答申に基づき取締役会において個人別の報酬等を決定しております。これら
の手続きを経て決定されることから、取締役会は当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等につ
いて、報酬の内容の決定方針と整合しており、相当であると判断しております。

G）業績連動指標に係る当事業年度の業績指標の実績
報酬制度 対象項目会社 掛率

業績連動報酬（業績連動賞与）

連結 0.71

㈱栗原医療器械店 1.00

㈱ミタス 0.93
（注）掛率につきましては、（4）B）の通り算定しております。
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② 役員の報酬等に関する株主総会決議
対象者 報酬等の種類 決議年月日 報酬限度額・株数

取締役（監査等委員であ
るものを除く）
対象取締役の員数は2023
年９月28日時点で６名で
あります。

基本報酬等 2023年９月28日開催
第14期定時株主総会

基本報酬と業績連動報酬
の合計が年額250,000千
円以内

監査等委員である取締役
対象取締役の員数は2023
年９月28日時点で８名で
あります。

基本報酬等 2023年９月28日開催
第14期定時株主総会 年額135,000千円以内

対象者 報酬等の種類 決議年月日 報酬限度額・株数

取締役（社外取締役及び
監査等委員であるものを
除く）
対象取締役の員数は2024
年９月27日時点で６名で
あります。

事後交付による株式報酬制度
（中長期業績連動報酬）

2024年９月27日開催
第15期定時株主総会

金銭報酬債権の総額は年
額66,000千円以内、当社
が新たに発行又は処分す
る普通株式の総数は年
40,500株以内とします。
ただし、上記の上限金額
及び上限株数は、３事業
年度分（2025年６月末
日で終了する事業年度か
ら2027年６月末日で終
了する事業年度分）を一
括して支給するものであ
るため、実質的には１事
業年度あたりの当該金銭
報酬債権の総額は22,000
千円以内、新たに発行又
は処分する普通株式の総
数は13,500株以内に相当
します。
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③ 取締役の報酬等の総額等

役員区分 報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる
役員の員数
（名）基本報酬 業績連動報酬 事後交付による

株式報酬
取締役

（監査等委員を除く） 116,200 84,300 32,085 △184 6

取締役
（監査等委員） 23,123 23,123 ー ー 2

社外取締役
（監査等委員） 50,400 50,400 ー ー 9

(注) １．基本報酬は当事業年度（第17期）に支払った金額、業績連動報酬及び事後交付による株式報酬は
当事業年度（第17期）に費用計上した金額を記載しております。なお、事後交付による株式報酬
の金額は当事業年度（第17期）の費用計上額から過年度費用計上額の戻入額3,076千円を減額し
ております。

２．事後交付による株式報酬の対象となる役員の員数は、取締役（社外取締役及び監査等委員であるも
のを除く。）６名であります。

３．取締役 宮地修平、芥川浩之、栗原勝、古木壽幸、住吉進也の５名については、上記報酬等の総額
に含まれていない当社子会社からの役員報酬等として総額32,700千円を支給しております。
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（5）社外役員に関する事項
① 他の法人等の業務執行者等の兼職の状況

地 位 氏 名 兼職先及び兼職内容
社外取締役（監査等委員） 工藤 浩 工藤コンサルティング事務所代表
社外取締役（監査等委員） 舩山 範雄 日揮ホールディングス㈱社外監査役

社外取締役（監査等委員） 渡部 昭彦
日本PMIパートナーズ㈱アドバイザー
ビジネスコーチ㈱社外取締役
アイムファクトリー㈱社外取締役

社外取締役（監査等委員） 横幕 才 ー

社外取締役（監査等委員） 清水 夏子
清水・新垣法律事務所共同代表
ポールトゥウィンホールディングス㈱社外取締役（監
査等委員）
㈱全国確認検査グループ社外取締役（監査等委員）

社外取締役（監査等委員） 後藤 昌子
後藤昌子公認会計士事務所代表
セントラル硝子㈱社外取締役（監査等委員）
日本公認会計士協会千葉会幹事

（注）各社外役員の兼職先と当社グループとの間には特別な利害関係はありません。
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② 主要な活動状況

地 位 氏 名 主要な活動状況

社外取締役（監査等委員） 工藤 浩

当事業年度中に開催された取締役会（16回中14回）及び監
査等委員会（13回中11回）に出席し、医療機器メーカーに
おける長年の企業経営の経験及び実績を通じた幅広い視点か
ら、販売戦略や業界分析等について適宜的確な意見を述べた
ほか、取締役の意思決定の適正性を確保するための質問その
他発言並びに報告を適宜行いました。また、子会社を含む役
員の指名及び報酬に関する任意の指名委員会（役員選任案策
定会議）、報酬委員会（取締役報酬案策定会議）に参加し、取
締役等の指名、報酬について審議し取締役会に答申するにあ
たり重要な役割を果たしました。

社外取締役（監査等委員） 舩山 範雄

当事業年度中に開催された取締役会（16回中16回）及び監
査等委員会（13回中13回）に出席し、金融機関における長
年の企業経営の経験及び実績を通じた幅広い視点から、販売
戦略や業界分析等について適宜的確な意見を述べたほか、取
締役の意思決定の適正性を確保するための質問その他発言並
びに報告を適宜行いました。また、子会社を含む役員の指名
及び報酬に関する任意の指名委員会（役員選任案策定会議）、
報酬委員会（取締役報酬案策定会議）に参加し、取締役等の
指名、報酬について審議し取締役会に答申するにあたり重要
な役割を果たしました。

社外取締役（監査等委員） 渡部 昭彦

当事業年度中に開催された取締役会（16回中16回）及び監
査等委員会（13回中13回）に出席し、他社における長年の
企業経営の経験及び実績を通じた幅広い視点から、販売戦略
や業界分析等について適宜的確な意見を述べたほか、取締役
の意思決定の適正性を確保するための質問その他発言並びに
報告を適宜行いました。また、子会社を含む役員の指名及び
報酬に関する任意の指名委員会（役員選任案策定会議）、報酬
委員会（取締役報酬案策定会議）に参加し、取締役等の指名、
報酬について審議し取締役会に答申するにあたり重要な役割
を果たしました。

社外取締役（監査等委員） 横幕 才

当事業年度中に開催された取締役会（16回中16回）及び監
査等委員会（13回中13回）に出席し、医療機器メーカーに
おける長年の企業経営の経験及び実績を通じた幅広い視点か
ら、販売戦略や業界分析等について適宜的確な意見を述べた
ほか、取締役の意思決定の適正性を確保するための質問その
他発言並びに報告を適宜行いました。また、子会社を含む役
員の指名及び報酬に関する任意の指名委員会（役員選任案策
定会議）、報酬委員会（取締役報酬案策定会議）に参加し、取
締役等の指名、報酬について審議し取締役会に答申するにあ
たり重要な役割を果たしました。
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地 位 氏 名 主要な活動状況

社外取締役（監査等委員） 清水 夏子

2025年９月に監査等委員である取締役として就任後に開催
された取締役会（12回中11回）及び監査等委員会（10回中
９回）に出席し、法律に関する知識と深い見識を通じた幅広
い視点から、適宜的確な意見を述べたほか、取締役の意思決
定の適正性を確保するための質問その他発言並びに報告を適
宜行いました。また、子会社を含む役員の指名及び報酬に関
する任意の指名委員会（役員選任案策定会議）、報酬委員会
（取締役報酬案策定会議）に参加し、取締役等の指名、報酬に
ついて審議し取締役会に答申するにあたり重要な役割を果た
しました。

社外取締役（監査等委員） 後藤 昌子

2025年９月に監査等委員である取締役として就任後に開催
された取締役会（12回中12回）及び監査等委員会（10回中
10回）に出席し、財務・会計に関する知識と深い見識を通じ
た幅広い視点から、適宜的確な意見を述べたほか、取締役の
意思決定の適正性を確保するための質問その他発言並びに報
告を適宜行いました。また、子会社を含む役員の指名及び報
酬に関する任意の指名委員会（役員選任案策定会議）、報酬委
員会（取締役報酬案策定会議）に参加し、取締役等の指名、
報酬について審議し取締役会に答申するにあたり重要な役割
を果たしました。

（6）取締役会の実効性評価
当社は、取締役会の実効性を高め、企業価値を向上させることを目的といたしまして各取締役

に対してアンケートを実施し、その集計結果から認識された課題について、取締役会において審
議し、取締役会の運営等の改善に活用しています。
2026年６月期においては、前期に引き続きアンケート方式による自己評価を実施するととも

に、監査等委員である社外取締役によるアンケート結果のレビュー及び意見交換を行い、その検
討内容及び実効性向上に向けた提言について、取締役会において議論いたしました。
評価の結果、当社の取締役会は、議題の選別、リスク・コンプライアンスに関する情報共有及

び議論、並びに取締役会全体の運営について、概ね実効性が確保されていることを確認いたしま
した。また、資料の事前共有や情報提供についても改善傾向にあるとの評価が得られておりま
す。
一方で、中長期的な成長戦略の議論の時間確保、資本市場における評価向上への取り組み並び

に重要なテーマに関するモニタリングの運用体制の整備が継続的課題として挙げられました。こ
れらの課題への対応として、2027年6月期においては、中長期の企業価値向上につながる論点
について、計画的かつ段階的に審議及び意見交換を行ってまいります。加えて、M&Aや投資案
件等の重要案件については適切にモニタリング指標を設定し、進捗状況の確認及びフォローアッ
プを行うことで、取締役会による監督機能の一層の向上を図ってまいります。
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4. 会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称

有限責任監査法人トーマツ

（2）当事業年度に係る報酬等の額
① 会計監査人の報酬額の同意について

監査等委員会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏ま
え、監査計画における監査時間及び監査報酬の推移並びに過年度の監査計画と実績の状況を確
認し、報酬額の見積もりの妥当性を検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399
条第１項の同意を行っています。

② 報酬等の額 71,320千円
③ 当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計金額

92,120千円
（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査

報酬の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、これらの合計額を記載しております。

（3）非監査業務の内容
該当事項はありません。

（4）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
当社監査等委員会は、会計監査人の独立性、品質管理及び監査体制等を勘案し、会計監査人の変更

が必要と認める場合には、当該会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定し、当社取締
役会にその旨を通知するものとし、当社取締役会はかかる議案を株主総会に提出いたします。
また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、当社

監査等委員会は当該会計監査人の解任を検討し、解任が妥当と認められる場合には、監査等委員全員
の同意に基づき会計監査人を解任いたします。
この場合、監査等委員会が選定した監査等委員は、解任後最初に招集される株主総会において、会

計監査人を解任した旨とその理由を報告いたします。
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5. コーポレート・ガバナンスの状況
(1）コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方
当社グループは、「地域医療への貢献」という経営理念のもと、企業価値の最大化を目指す観点か

ら経営判断の基準を「利潤の追求」と「社会的責任」に置いております。
企業は株主のものであり、取締役は株主の経営執行の代行者であるということを基本としつつ、企

業は社会の全てのステークホルダーの支持を得てこそ、その価値を向上できると考えております。そ
のため当社では、効率的かつ健全で透明性を確保した企業経営が重要であると考えており、「コーポ
レートガバナンス・ガイドライン」の定めるところにより、コーポレート・ガバナンスの徹底に努め
てまいります。当社経営における意思決定・監督、業務執行及び監査に関するコーポレート・ガバナ
ンスの体制は次図のとおりであります。

(2）コーポレート・ガバナンス体制の概要（2026年６月30日現在）

メディアスホールディングス コーポレートガバナンス・ガイドライン
https://www.medius.co.jp/company/guidelines/
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連結貸借対照表（2026年６月30日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部
流 動 資 産

現金及び預金
受取手形及び売掛金
電子記録債権
リース投資資産
商品及び製品
原材料及び貯蔵品
その他
貸倒引当金

固 定 資 産
有形固定資産
建物及び構築物
機械装置及び運搬具
工具、器具及び備品
土地
その他

無形固定資産
のれん
その他

投資その他の資産
投資有価証券
長期貸付金
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

90,095,923
10,051,053
58,565,803
3,452,321

76,647
14,318,178

14,970
3,766,046
△149,097
22,498,611
12,772,735
6,840,576
509,092

1,018,202
3,982,880
421,983

1,687,968
655,025

1,032,942
8,037,907
3,829,362

3,862
1,849,247
2,400,692
△45,257

負 債 の 部
流 動 負 債

支払手形及び買掛金
電子記録債務
短期借入金
未払法人税等
契約負債
賞与引当金
役員賞与引当金
その他

固 定 負 債
長期借入金
繰延税金負債
役員退職慰労引当金
債務保証損失引当金
株式報酬引当金
退職給付に係る負債
資産除去債務
長期前受収益
その他

81,722,773
44,484,022
17,727,043
14,806,736

555,089
187,278
66,685

137,749
3,758,168
10,125,015
3,584,736
854,405
20,300

136,808
29,237

1,593,116
175,589

2,935,819
795,003

負債合計 91,847,789
純 資 産 の 部
株 主 資 本 18,965,489
資本金 1,380,877
資本剰余金 2,879,703
利益剰余金 14,705,392
自己株式 △483
その他の包括利益累計額 1,771,889
その他有価証券評価差額金 1,659,556
退職給付に係る調整累計額 112,333
非支配株主持分 9,366
純資産合計 20,746,745

資産合計 112,594,534 負債純資産合計 112,594,534
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連結損益計算書（2025年７月１日から2026年６月30日まで）
（単位：千円）

科 目 金 額
売上高 302,336,775
売上原価 266,520,271

売上総利益 35,816,504
販売費及び一般管理費 34,035,657

営業利益 1,780,846
営業外収益

受取利息 10,364
受取配当金 77,915
仕入割引 339,491
受取手数料 101,994
補助金収入 199,847
その他 143,942 873,556

営業外費用
支払利息 232,360
債務保証損失引当金繰入額 30,330
その他 85,308 347,999
経常利益 2,306,403

特別利益
固定資産売却益 8,656
投資有価証券売却益 181,372 190,029

特別損失
固定資産売却損 126
固定資産除却損 37,323
減損損失 348,406 385,856

税金等調整前当期純利益 2,110,576
法人税、住民税及び事業税 1,006,719
法人税等調整額 159,607 1,166,327
当期純利益 944,249
非支配株主に帰属する当期純利益 156
親会社株主に帰属する当期純利益 944,092
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貸借対照表（2026年６月30日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部
流 動 資 産 13,440,555 流 動 負 債 14,724,901

現金及び預金 71,817 買掛金 6,473,104
売掛金 14,573 短期借入金 3,356,664
原材料及び貯蔵品 339 未払金 242,611
前払費用 233,589 未払費用 21,969
立替金 13,062,373 未払法人税等 25,261
その他 57,861 前受金 12,469

固 定 資 産 12,025,976 預り金 4,515,096
有形固定資産 172,480 賞与引当金 5,400
建物 59,445 役員賞与引当金 33,164
構築物 1,025 その他 39,160
工具、器具及び備品 40,676 固 定 負 債 1,393,315
土地 71,332 長期借入金 756,686

無形固定資産 688,544 繰延税金負債 595,295
ソフトウェア 687,980 退職給付引当金 12,096
その他 564 株式報酬引当金 29,237

投資その他の資産 11,164,950 負債合計 16,118,216
投資有価証券 2,390,542 純 資 産 の 部
関係会社株式 8,620,136 株 主 資 本 8,043,793
関係会社長期貸付金 69,994 資本金 1,380,877
出資金 10 資本剰余金 4,274,436
長期前払費用 1,287 資本準備金 2,946,722
その他 82,979 その他資本剰余金 1,327,714

利益剰余金 2,388,962
利益準備金 91,748
その他利益剰余金 2,297,214
繰越利益剰余金 2,297,214

自己株式 △483
評価・換算差額等 1,304,522
その他有価証券評価差額金 1,304,522

純資産合計 9,348,315
資産合計 25,466,531 負債純資産合計 25,466,531
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損益計算書（2025年７月１日から2026年６月30日まで）
（単位：千円）

科 目 金 額
売上高

経営管理料 1,280,478
業務受託料 1,013,111
関係会社受取配当金 677,961 2,971,551

売上原価
業務受託原価 825,130 825,130
売上総利益 2,146,421

販売費及び一般管理費 1,779,856
営業利益 366,564

営業外収益
受取利息 866
受取配当金 32,253
仕入割引 287,792
その他 22,270 343,182

営業外費用
支払利息 167,288
その他 336 167,625
経常利益 542,122

特別利益
投資有価証券売却益 65,602 65,602

特別損失
固定資産除却損 18,470
関係会社株式評価損 302,361 320,831

税引前当期純利益 286,893
法人税、住民税及び事業税 5,309
法人税等調整額 − 5,309
当期純利益 281,584
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書

2026年８月27日

メディアスホールディングス株式会社
取締役会 御中

有限責任監査法人 トーマツ

静岡事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 嶋 田 聖

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 望 月 邦 彦

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、メディアスホールディングス株式会社の2025年7月1日から2026年6月

30日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注
記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、メディアスホ

ールディングス株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な
点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法

人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する
規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、
また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入
手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に

対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と連結

計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違
以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが

求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示する

ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判
断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどうかを評

価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合に
は当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないか

どうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽
表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると
合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、

実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手す
る。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施
に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する
注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続
企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企
業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、
又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明する
ことが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、
企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかと
ともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を
適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手するた
めに、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指揮、監督及び査閲に関して責任があ
る。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を

含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の

独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可
能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書

2026年８月27日

メディアスホールディングス株式会社
取締役会 御中

有限責任監査法人 トーマツ

静岡事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 嶋 田 聖

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 望 月 邦 彦

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、メディアスホールディングス株式会社の2025年7月1日から2026

年6月30日までの第17期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並び
にその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等

に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法

人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規
定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人とし
てのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断して
いる。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対

して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算書

類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外
にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが

求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示するこ

とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評価

し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には
当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかど

うかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示
は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的
に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、

実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手す
る。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する
注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企
業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業
の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は
重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求
められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は
継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとと
もに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に
表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含

む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独

立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能
な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告書 謄本

監 査 報 告 書
当監査等委員会は、2025年７月１日から2026年６月30日までの第17期事業年度における取締役の職務の執行を監査いたし

ました。その方法及び結果について以下のとおり報告いたします。
１．監査の方法及びその内容

監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に
基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に
報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施いたしました。
①監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及
び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、会社の業
務及び財産の状況を調査いたしました。また、主要子会社については、子会社の取締役会その他重要な会議に出席し、取締
役、監査役及び使用人等から事業の報告を受け、必要に応じて説明を求めました。その他子会社についても、毎月事業の報告
を受けているほか、取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、業績及び財産の状況を調査いたしました。
②会計監査人が独立の立場を保持し、且つ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその
職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われる
ことを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）
等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等

変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書）並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等
変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
(1)事業報告等の監査結果
①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告
の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人 有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人 有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2026年８月27日
メディアスホールディングス株式会社監査等委員会
監査等委員(常勤） 武 井 宏 人 ㊞
監査等委員 工 藤 浩 ㊞
監査等委員 舩 山 範 雄 ㊞
監査等委員 渡 部 昭 彦 ㊞
監査等委員 横 幕 才 ㊞
監査等委員 清 水 夏 子 ㊞
監査等委員 後 藤 昌 子 ㊞

【注】監査等委員 工藤浩、舩山範雄、渡部昭彦、横幕才、清水夏子及び後藤昌子は、会社法第２条第15号及び第331条第６項
に規定する社外取締役であります。

以 上



TOPICS1

TOPICS

当社グループは、医療機器流通を中核とする事業基盤のさらなる強化と持続的な企業価値向上をめざし、中期経営計画
を推進しております。医療提供体制や市場環境が大きく変化する中、医療機関との強固なネットワークや専門性の高い提
案力、地域に根差した事業基盤を活かしながら、既存事業の収益力向上と新たな成長機会の創出に取り組んでおります。
このたび、事業環境の変化やこれまでの取り組みの成果を踏まえ、中期経営計画を更新し、2027年6月期から2029年6

月期を対象とする新たな3か年計画を策定いたしました。
本計画では、既存事業の競争力強化に加え、M&Aによる事業基盤の拡充、物流機能の高度化、新規事業の創出、人的

資本への投資などを重点施策として推進してまいります。また、医療機器の安定供給という社会的使命を果たしながら、
グループ全体の経営資源を最大限活用し、収益力と資本効率の向上を図ってまいります。
当社グループは、変化する医療市場において持続的に成長する企業グループをめざし、事業を通じた社会価値と経済

価値の両立に取り組んでまいります。

持続的な成長に向けた中期経営計画の推進
2027年6月期～2029年6月期中期経営計画

2024年6月期

売上高
2,597億円

売上高
2,886億円

売上高

3,023億円

売上高

3,025億円
売上高

3,780億円

経常利益

23.0億円

経常利益

24.0億円

経常利益

32.0億円

売上高
3,050億円

売上高
3,300億円

経常利益
17.5億円

経常利益
24.2億円

経常利益

23.0億円

経常利益

27.8億円

実績

実績

計画  2026年6月期～2028年6月期 中期経営計画

計画  2027年6月期～2029年6月期 中期経営計画

2025年6月期 2026年6月期 2027年6月期 2028年6月期 2029年6月期

※本トピックスは会社法上の招集通知・事業報告・株主総会参考書類には該当しません。
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TOPICS2

TOPICS3

長野エリアの事業基盤強化に向けた
新たな一歩

安定供給と環境負荷低減の
両立をめざして

株式会社栗原医療器械店 共栄医科器械株式会社を子会社化

メディリスロジ株式会社とサンメディックス株式会社による
共同配送の実証実験

当社グループの株式会社栗原医療器械店は、長野県を主要営業エリアとする医療機器ディーラーである共栄医科器
械株式会社の株式取得に関する最終契約を締結いたしました。長野県では、医療機関の機能分化や連携強化、在宅医療
への対応など、地域医療を取り巻く環境が変化しており、医療機器の安定供給とともに、医療現場の多様なニーズに応
える体制づくりが求められています。 

本件により、両社がこれまで培ってきた顧客基盤や営業ネットワーク、地域に根差した知見を相互に活用すること
で、長野エリアにおけるサービス提供力の向上と事業基盤のさらなる強化を図ります。また、地域医療を支えるパート
ナーとして、より安定した供給体制の構築と付加価値の高い提案活動の推進にもつなげてまいります。

物流業界では、ドライバー不足、輸送コストの上昇、環境負荷低減への対応など、社会的な課題が顕在化しており、医療
機器流通においては、医療現場への安定供給を維持することが最優先である一方、持続可能な物流体制の構築も重要な
経営課題となっております。こうした背景のもと、当社グループのメディリスロジ株式会社は、サンメディックス株式
会社とともに、医療機器配送の効率化と持続可能な物流モデルの構築を目的として、共同配送に関する実証実験を実施
いたしました。

本実証では、共同配送による積載率の向上、配送ルートの効率化、荷造運賃の削減、梱包資材使用量の低減などを検証し
ました。2026年2月度から6月度までの累計では、従来比で33%超の物流費が削減され、物流コスト抑制に向けた一定の
成果が見られています。更に、この実験でCO2削減も可能であることが立証されました。今後もサンメディックスとの
取り組みを継続するとともに、共同物流ネットワークの拡大を通じて、医療機器の安定供給と環境負荷低減の両立をめざ
してまいります。
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TOPICS4

TOPICS5 TOPICS6

医療材料マスタデータの標準化に向けた体制を構築

スタートアップとの共創による
新たな価値創造

医療用ディスプレイ分野における
新たな事業機会の創出

エムジェイシー株式会社医療材料マスタデータ標準化事業開始

Plug and Play社との
取り組み

ミウル・ヘルスケアとハイセンス・ユージンとの
基本合意

オルバヘルスケアホールディングス株式会社との共同出資により設立したエムジェイシー株式会社を通じて、医療
材料マスタデータの標準化事業を開始いたしました。

本事業では、当社子会社のメディアスソリューション株式会社と、オルバヘルスケアホールディングス株式会社の
子会社である株式会社ホスネット・ジャパンがこれまで培ってきた医療材料マスタ管理に関する知見やノウハウを融
合し、医療業界全体で利用可能なマスタデータの整備を開始いたしました。 

各医療機関や各医療機器卸売業者では、商品情報の重複登録や手入力によるデータ管理業務が、現状多く発生しており
ます。本取り組みを通じて、データ整備の迅速化および精度向上によって、事務作業の効率化と負担軽減に繋がることが
想定されるため、医療物流や調達業務のさらなる効率化に貢献することが期待できます。

医療現場を取り巻く課題は複雑化しており、既存の
ビジネスモデルや従来型のソリューションだけでは十分
に対応しきれない領域が広がっています。当社は、スター
トアップ支援企業であるPlug and Play Japan株式会
社とパートナーシップ契約を締結しました。外部企業と
の共創を通じて、医療現場の課題解決につながる新たな
サービスや仕組みを生み出すことをめざしています。

2026年5月8日Plug and Play社渋谷オフィスにて、
スタートアップ企業、VC、研究機関等から54名の皆様
にご参加いただき、コミュニティ発足のキックオフイ
ベントを開催しました。

2026年1月、ミウル・ヘルスケア株式会社と、ハイセ
ンスグループの医療用ディスプレイ事業会社である
ハイセンス・ユージンとの間で、日本国内販売に関する
基本合意を締結しました。

本協業により、ハイセンス・ユージンが有する製品
開発力と、当社グループが培ってきた販売ネットワー
ク、顧客基盤、医療現場への提案力を組み合わせ、日本
国内の医療機関に向けた新たな価値提供をめざしま
す。既存の医療機器流通事業に加え、成長が期待される
周辺領域への展開を進めることで、収益機会の拡大と
事業ポートフォリオの強化につなげてまいります。
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TOPICS7

TOPICS8

人的資本経営の基盤となる健康経営の推進

社会課題の解決に向けた取り組み

Medius Health Action 6の制定

当社グループは、持続的な成長の原動力は従業員一人ひとりの健康と活力であるとの考えのもと、健康経営への取
り組みを本格的に開始いたしました。医療を支える企業グループとして、まず従業員一人ひとりが心身ともに健康であ
ることが、医療現場への安定した価値提供と持続的な事業成長の基盤になると考えております。

その具体的な取り組みとして、グループ共通の健康行動指針「Medius Health Action 6」を制定しました。健康診
断の受診、身体活動、メンタルヘルスなど、日常生活の中で実践できる健康行動を推進し、従業員が自らの健康状態を
把握し、健康的な行動の実践 につなげられる環境づくりを進めています。

この取り組みを人的資本経営を支える重要な基盤と位置付け、従業員のウェルビーイング向上、組織活力の向上、人
材定着につなげることで、中長期的な企業価値向上をめざしてまいります。

当社グループは、医療を支える企業グループとして、事業活動を通じた価値提供に加え、社会課題の解決に向けた社会
貢献活動を継続して実施しています。

今後も事業活動と社会貢献活動の両面から社会課題の解決に取り組み、持続可能な社会の実現と企業価値の向上を目
指してまいります。

24,634,068円

2023年4月～2026年6月までの累計寄付額

「国連WFP協会レッドカップキャンペーン」に参画
国連WFP協会が推進する「レッドカップキャンペーン」では、対象商品の売上

の一部を寄付することで、開発途上国の子どもたちへの学校給食支援に参画し
ています。

6,974,600円

2023年1月～2026年6月までの累計寄付額

「国境なき医師団」マッチングギフト
従業員や株主の皆様からの寄付に当社が同額を上乗せして国境なき医師団へ

の寄付を行い、世界各地で医療援助を必要とする人々への支援につなげています

「日本補助犬情報センター」への寄付
公益財団法人日本補助犬情報センターの賛助会員として、補助犬への理解促進と障がいのある方々の社会参加支援に

取り組んでいます。
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東京メトロ東西線

東京メトロ
半蔵門線

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

都
営
地
下
鉄
浅
草
線

昭
和
通
り

中
央
通
り

外
堀
通
り

永代通り

丸善

ベルサール八重洲

大丸

日本橋高島屋S.C.

コレド日本橋

東京駅東京駅

大手町駅大手町駅

三越前駅三越前駅

呉服橋

日本橋

江戸橋一丁目

茅場町

八重洲通り

三越

B6出口B6出口

B6出口B6出口

八重洲
北口

日本橋駅日本橋駅

メディアスホールディングス株式会社

株主総会会場
ご案内図

日時

場所

2026年9月29日（火曜日）
午前10時（受付開始：午前9時）

ベルサール東京日本橋 Room5
東京都中央区日本橋2丁目7番1号 東京日本橋タワー5階

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

ベルサール東京日本橋
Room5

 東京メトロ銀座線
 東京メトロ東西線
 都営地下鉄浅草線

 東京メトロ銀座線
 東京メトロ半蔵門線

 JR

日本橋駅 B6出口 直結

三越前駅

東京駅

B6出口より徒歩約3分

八重洲北口より徒歩6分

交通

※  駐車場の用意はいたしておりませんので、お車でのご来場はご遠慮くださいますようお願い申
しあげます。



電子提供措置の開始日 2026年９月２日

第17期定時株主総会
その他の電子提供措置事項
（交付書面省略事項）

業務の適正を確保するため
の体制及び運用状況の概要

連結株主資本等変動計算書

連 結 注 記 表

株主資本等変動計算書

個 別 注 記 表

第17期（2025年７月１日から2026年６月30日まで）

メディアスホールディングス株式会社
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業務の適正を確保するための体制及び運用状況の概要
当社は、取締役会において、次のとおり「内部統制システムの基本方針」を決議しておりま

す。
(1) 当社及び各子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す

るための体制
① 当社及び各子会社の取締役及び使用人を対象に、行動規範の周知徹底を継続して行うとと

もに、コンプライアンスガイドラインを制定し、法令、定款、社内規程、社会通念及び企
業理念等、職務の執行にあたり遵守すべき具体的な事項について、当社及び各子会社から
なる当社グループ全体の理解を深め、当社グループにおけるコンプライアンスを確保する
ための体制を構築する。その一環として、当社に、当社グループの取締役(社外取締役を
除く。)及び使用人を対象としたコンプライアンス等に関するｅラーニング等による社内
研修制度を構築し、実施する。

② 当社グループにおけるコンプライアンス体制を推進するために、当社に、当社の代表取締
役を委員長とし、当社の取締役及び各子会社の代表取締役社長を委員とするコンプライア
ンス委員会を設置し、コンプライアンスに関する重要事項の審議を行う。また、コンプラ
イアンス委員会は審議の内容を取締役会に報告する。

③ 当社の取締役の職務執行の適法性を確保するための牽制機能を期待し、当社と利害関係を
有しない社外取締役を選任する。

④ 当社及び各子会社の取締役は、社外で開催されるコンプライアンスに関する各種セミナー
等に出席し、理解を高める。

⑤ 当社グループにおけるコンプライアンスに係る通報機能及び相談機能を強化するため、当
社グループのすべての取締役、監査役及び使用人を対象とする社内通報制度であるヘルプ
ライン「Ｋコール」を設置するとともに、当該通報を行った者に対して不利な取り扱いを
行う事を禁止する。

⑥ 当社グループは、市民社会に脅威を与える反社会的勢力に対して、断固とした対応で、徹
底的にこれを排除し、また付け入る余地を与えないよう配慮する旨を基本方針とする。
当社グループにおける反社会的勢力排除体制としては、対応マニュアル等を制定し、所管
部署を定め運用を行う。また、取引先との間で締結する取引基本契約書等では、取引先が
反社会的勢力であることが判明した場合には、契約を解除できる旨の暴力団排除条項を織
込む。
なお、所轄警察署や特殊暴力防止対策連合会等外部機関と連携し、不当要求防止責任者を
選出・配置し、問題発生時には顧問弁護士を通じた社内体制を構築する。

⑦ 他の業務執行部門から独立した当社の内部監査室による内部監査を実施する。内部監査を
通じて当社及び各子会社の内部管理体制の適切性・有効性を検証・評価し、その改善を促
すことにより、当社グループの使用人の職務執行の適正性を確保する。

⑧ 当社の監査等委員会と当社の内部監査室は、毎月連絡会を開催し連携をとり、情報の共有
化に努め相互に監査の効果を高める。
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(2) 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
取締役会等の議事録や稟議書等、当社の取締役の職務の執行に係る文書その他の情報につい
ては、社内規程等に従って適切に保存及び管理を行い、必要な関係者が閲覧できる体制を整
備する。

(3) 当社及び各子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 当社グループにおけるコンプライアンス、災害・環境・情報セキュリティ等に係る個別の

リスクについて、リスクカテゴリーごとに当社及び各子会社の各部門が、それぞれ規程及
びマニュアル等に従い、当社及び各子会社の使用人に対する教育・指導を行うものとす
る。

② 大地震等の大規模災害発生時における対策として、当社グループにおいてグループ横断的
な大規模災害ＢＣＰ(事業継続計画)を策定し、役職員、来訪者等の安全、重要業務の継続
等を確保するための体制を構築する。

③ 当社グループ全体のリスクの認識・リスクの発生の未然防止等の検討を、サステナビリテ
ィ委員会及びその分科会である専門委員会にて行う。また、審議の内容は取締役会に報告
する。

④ サステナビリティ委員会及びその分科会である専門委員会にて、リスクマネジメント上重
要な課題を審議するとともに、当社及び各子会社が連携をとりながら、グループ横断的見
地から、リスク管理体制を整備する。

⑤ 他の業務執行部門から独立した当社の内部監査室による内部監査を実施する。内部監査を
通じて、当社及び各子会社の内部管理体制の適切性・有効性を検証・評価し、その改善を
促すことにより、リスク管理体制の適正性を確保する。

(4) 当社及び各子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 当社及び各子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の

基礎として、当社においては取締役会を毎月開催するとともに、必要に応じて臨時にこれ
を開催するものとし、各子会社においてはその規模等に応じて、定期的に取締役会を開催
し、必要に応じて臨時にこれを開催する体制を構築させる。

② 当社における組織及び職務権限に関する規程を定め、取締役の職務執行に関する基本的職
務・責任権限に関する事項を明確にすることで組織の効率的な運営を図り、各子会社にお
いてもこれに準拠した体制を構築させる。

③ その他社内規程を整備することにより、当社及び各子会社の取締役の職務の効率的な執行
を確保する。
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(5) 各子会社の取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制
① 当社において関係会社管理規程を定め、子会社に対する管理を明確にし、子会社管理部門

は各子会社の経営上の重要な事項等について事前に報告を受け、当社及び各子会社におい
て事前協議を行う。

② 当社の子会社管理部門は、各子会社における次の事項について、当該会社より速やかに報
告を受ける。
a. 法令、定款に違反する又はそのおそれがある事項、及び社内規程、コンプライアンス
ガイドラインに違反する重大な事項
b. 会社に著しく損害を及ぼすおそれがある事項
c. 当局検査、外部監査の結果及び当局等から受けた行政処分等の事項

③ グループを横断した会議体を開催し、営業、物流管理、情報システム、財務・経理、人事
その他の経営事項についてグループ横断的な見地から、報告及び検討を行う。

④ 必要に応じて各子会社の代表取締役に当社取締役会への出席を求め、その職務の執行状況
の報告を受ける。

(6) その他の当社及び子会社からなる企業集団における業務の適正を確保する体制
上記(1)から(5)に掲げるもののほか、下記事項についての体制を構築する。
① 当社の子会社管理部門において子会社の指導、育成を推進して、企業集団としての業務の

適正性を確保する。
② 当社が、各子会社の管理部門における業務の一部を支援し、日常的に不正・誤謬の発生を

防ぐ。
③ 当社の内部監査室は、取締役会が承認した内部統制評価基本計画書に基づき、当社及び各

子会社に対する監査を実施し、その結果を当社の代表取締役及び監査等委員会に報告す
る。

④ 子会社に対し、必要に応じて当社の規程・マニュアル等を提供するとともに管理・監督
し、また必要に応じて教育研修を行う。

(7) 財務報告の信頼性を確保するための体制
① 当社グループの内外の者がグループの活動を認識するうえで、財務報告は極めて重要な情

報であり、財務報告の信頼性を確保することはグループの社会的な信用維持・向上に資す
ることを強く認識し、財務報告に係る内部統制の整備に取り組む。

② 財務報告に係る内部統制の整備に向けた基本的な計画を報告年度単位に作成し、グループ
全体で連携して、連結ベースの財務報告における内部統制の整備を進める。

③ 財務報告に係る内部統制の整備状況及び運用状況は、評価対象業務から独立し、かつ内部
統制の整備及び評価に精通した内部監査室によって評価する。



58

(8) 当社の監査等委員会がその職務を補助すべき取締役又は使用人を求めた場合における当該取
締役及び使用人に関する事項、同取締役及び使用人の当社の他の取締役（監査等委員である
取締役を除く。）からの独立性に関する事項、並びに、同取締役及び使用人に対する当社の
監査等委員会の指示の実効性の確保に関する事項

① 当社の監査等委員会がその職務を補助すべき取締役又は使用人（以下、①乃至③において
「補助使用人」という。）を置くことを求めた場合には、遅滞なく、これらの体制を整備す
る。補助使用人が他の業務を兼務する場合は、監査等委員会に係る業務を優先するものと
する。

② 補助使用人に対する指揮命令権限は、その職務を補助する範囲内において当社の監査等委
員会に帰属するものとし、監査等委員会による指揮命令事項に関して、当社の他の取締役
（監査等委員である取締役を除く。）及びその他使用人は、補助使用人に対し指揮命令権限
を有しない。

③ 補助使用人の人事異動、人事評価、懲罰等の決定については、事前に当社の監査等委員会
又は監査等委員会が指定する監査等委員の同意を必要とする。

(9) 当社及び各子会社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人並びに各子会社
の監査役が当社の監査等委員会に報告するための体制、並びに報告したことを理由として不
利な取り扱いを受けないことを確保するための体制

① 当社の監査等委員は、取締役会、コンプライアンス委員会、サステナビリティ委員会のほ
か重要な会議に出席し、業務執行状況並びにコンプライアンス体制及びリスク管理体制の
報告を受ける。

② 前記の重要な会議に付議されない重要な稟議書及び報告書等について、当社の監査等委員
は閲覧し、必要に応じ内容の説明を受ける。

③ 当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、次の事項を速やかに、
当社の監査等委員会へ報告するものとし、各子会社においてもこれに準拠した体制を構築
させる。
a. 法令、定款に違反する又はそのおそれがある事項、及び社内規程、コンプライアンス
ガイドラインに違反する重大な事項
b. 会社に著しく損害を及ぼすおそれがある事項
c. 当局検査、外部監査の結果及び当局等から受けた行政処分等の事項
d. その他業務遂行上必要と判断した事項

④ 当社の内部監査室は、その実施した当社グループにおける内部監査の結果(内部統制シス
テムの状況を含む)を当社の監査等委員会へ報告する。

⑤ 当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、当社グループのすべて
の取締役、監査役及び使用人を対象とする社内通報制度であるヘルプライン「Ｋコール」
にて受けた通報の内容を、当社の監査等委員会へ報告する。

⑥ 当社の監査等委員会は、各子会社の監査役と連携し、定期的に又は随時、各子会社の監査
役からその監査状況及び各子会社の取締役及び使用人から受けた報告の内容等について報
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告を受ける。
⑦ 当社の監査等委員会へ報告を行った当社グループの取締役（監査等委員である取締役を除

く。）、監査役及び使用人に対して不利な取り扱いを行う事を禁止する。

(10) 当社の監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）につい
て生ずる費用等に関する事項
当社の監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）につい

て必要な費用の支出等については、当社の監査等委員会が必要と考える金額を適正に予算措
置するとともに、予算措置時に想定していなかった費用の請求をしたときは、当該請求が当
該監査等委員の職務の執行に必要でないことが明らかである場合を除き、速やかに当該費用
又は債務の処理をする。

(11) その他当社の監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 当社の監査等委員会は、監査等委員会の監査に関する基準及び基本事項を規定し、監査等

委員会の監査の円滑かつ効果的な実施を図ることを目的とした規則を定める。
② 当社の代表取締役は、当社が対処すべき課題、監査等委員会の監査の環境整備の状況、監

査上の重要課題について、当社の監査等委員会と定期的に意見の交換を行い、相互の認識
を深めるよう努める。

③ 当社の監査等委員会は、当社の会計監査人から会計内容について適宜説明を受けるととも
に、情報交換を行うなど連携を図る。

④ 当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）は、当社の監査等委員会がその職務の
遂行にあたり弁護士等外部専門家との連携を必要とする場合には、当該連携が図れるよう
配慮する。

⑤ 当社の監査等委員会と各子会社の監査役は、互いに連携を図り、定期的に連絡会等を開催
するなどして、情報の共有化に努め相互に監査の効果を高める。

（当該体制の運用状況の概要）
当社では、「内部統制システムの基本方針」に基づき業務の適正を確保するための体制の整

備とその適切な運用に努めています。当事業年度における当社の当該体制の主な運用状況の
概要は次のとおりです。

（1）取締役の職務執行に関する取り組み
「組織規程」、「業務分掌規程」及び「職務権限規程」に基づき、担当取締役及び各所管部
門がそれぞれ分掌された業務をその権限の範囲において執行し、相互に牽制しあっており
ます。また、当事業年度においては、定例取締役会を毎月１回、臨時取締役会を計４回開
催し、定例報告確認事項のほか、取締役会決議事項とされる重要項目について審議・決定
するとともに、取締役の職務執行状況等のモニタリングを実施いたしました。なお、取締
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役会については、上記開催回数のほか、会社法第370条及び当社定款第27条の規定に基づ
き、取締役会があったものとみなす書面決議が１回ありました。
職務の執行の過程で生じる文書その他の情報については、「文書管理規程」、「稟議規程」

及び「機密漏洩防止規程」に基づき保存、管理しております。

（2）グループ経営管理体制に関する取り組み
当社の子会社に対しては、「関係会社管理規程」に基づき、経営企画部が窓口となり、各

所管部門が子会社の管理部門に対する継続的な情報収集及び指導・支援を行っております。
また、毎月開催する月次業績報告会（当社の代表取締役社長その他の常勤取締役及び執

行役員並びに各子会社の代表取締役にて構成）の場にて子会社の業績及び事業計画の進捗
状況の報告を求めて審議し、その結果を当社の取締役会へ報告することによって、子会社
のモニタリングを実施しております。
更に、グループを横断した会議体であるグループ社長会議、その他委員会を当社に設置

し、各会議体において営業、物流管理、情報システム、財務・経理、人事、その他経営事
項について報告・検討を実施することにより、グループ全体の業務の適正化を図っており
ます。

（3）コンプライアンスに関する取り組み
当社は行動規範として「コンプライアンスガイドライン」を策定し、当社ウェブサイト

において公開しております。この行動規範については、継続的な周知徹底のため、毎年当
社グループ各部拠点での読み合せを実施しております。また、当社グループの全役職員(社
外取締役を除く。)を対象として、内部統制やコンプライアンス全般、情報セキュリティ等
をテーマに、ｅラーニング等による社内研修を実施しております。
更に、当社の代表取締役社長を委員長とし、当社の取締役(監査等委員である取締役を含

む。)及び各子会社の代表取締役社長を委員とするコンプライアンス委員会を四半期に１回
開催し、社内通報制度「Ｋコール」の通報内容を含むコンプライアンスに関する事項につ
いての報告・検討を実施しております。

（4）損失の危険の管理に関する取り組み
当社グループでは、サステナビリティ専門委員会としてリスク委員会を設置し、グルー

プ全体のリスク管理を行う体制としております。リスク委員会では、コンプライアンス委
員会、グループ横断的な各委員会及び他のサステナビリティ専門委員会において評価・分
析され、報告された重要なリスクを集約・精査し、サステナビリティ委員会と連携のうえ、
取締役会に報告することとしております。当事業年度はリスク委員会を3回開催し、報告さ
れたリスク情報及び事業環境の変化等を踏まえ、各リスクの発生可能性及び当社グループ
への影響度等を再評価し、有価証券報告書において開示する「事業等のリスク」の見直し
を行いました。
また、自然災害に関しては、大規模災害に備えたグループ横断的な「メディアスホール
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ディングスグループ 大規模災害BCP（事業継続計画）」を策定しております。

（5）内部監査に関する取り組み
他の業務執行部門から独立した当社の内部監査室が、年間内部監査計画（内部統制評価

基本計画書及び通常内部監査基本計画書）に基づきグループ各社に対する内部監査を実施
し、統制環境、統制活動等の状況についてモニタリングを実施しております。
内部監査結果については、被監査部門に対し指導や改善指示を行うとともに、監査等委

員である取締役が出席する取締役会への直接報告（年１回）や監査等委員会への報告（月
１回）を行っております。また、定期的に会計監査人・常勤監査等委員・内部監査室にて
意見交換を行い、相互連携に努めております。

（6）反社会的勢力排除への取り組み
所管部署を総務部と定め、反社会的勢力排除を目的とした公益社団法人への加入・情報交

換を行うほか、お取引先様との契約書などに反社会的勢力排除に関する記載を盛り込むとと
もに、「反社排除に関するチェックマニュアル」に基づき契約先が反社会的勢力でないこと
の調査（取引開始時及び半期ごとの定期実施）等を実施しております。

（7）監査等委員会監査の実効性確保のための取り組み
監査等委員会は、その職務を補佐する監査業務補佐役１名（専任）、並びに、監査補助及

び事務局業務を行う使用人３名（専任１名・兼任２名）を選任しております。当該業務につ
いては常勤監査等委員が直接指示を行っております。また当該使用人の人事評価については
常勤監査等委員より同意を得ております。
代表取締役、担当取締役及び各本部長による会議その他の重要な会議については、その開

催時期等を通知し、監査等委員が当該会議に出席する機会を確保しております。また、内部
監査の結果その他業務遂行上重要な事項について、監査等委員会に対して報告しておりま
す。
当事業年度においては、代表取締役社長と監査等委員との間で主にガバナンス面や内部統

制の整備状況について相互認識を深めるための意見交換を行いました。
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連結株主資本等変動計算書（2025年７月１日から2026年６月30日まで）
(単位：千円)

株 主 資 本
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 1,380,877 2,879,912 14,206,045 △450 18,466,385
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △444,745 △444,745
連結子会社株式の売却による持分の増減 △209 △209
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 944,092 944,092
自 己 株 式 の 取 得 △33 △33
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 − △209 499,347 △33 499,104
当 期 末 残 高 1,380,877 2,879,703 14,705,392 △483 18,965,489

(単位：千円)
そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券
評 価 差 額 金

退職給付に係る
調 整 累 計 額

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当 期 首 残 高 1,944,633 67,110 2,011,744 − 20,478,129
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △444,745
連結子会社株式の売却による持分の増減 △209
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 944,092
自 己 株 式 の 取 得 △33
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) △285,077 45,222 △239,854 9,366 △230,488

当 期 変 動 額 合 計 △285,077 45,222 △239,854 9,366 268,615
当 期 末 残 高 1,659,556 112,333 1,771,889 9,366 20,746,745
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連結注記表
(連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等)
1. 連結の範囲に関する事項
(1) 連結子会社の数 15社

主要な連結子会社の名称
㈱栗原医療器械店
協和医科器械㈱
㈱アルバース
㈱ミタス
2025年７月１日付で、当社の連結子会社である㈱栗原医療器械店が㈱レップスを新たに設立したこ
とに伴い、当連結会計年度より、同社を連結の範囲に含めております。
2025年10月１日付で、当社の連結子会社であったノアインターナショナル㈱は、当社の連結子会社
である㈱アクティブメディカルを存続会社とする吸収合併により消滅したため、当連結会計年度よ
り、同社を連結の範囲から除外しております。なお、存続会社である㈱アクティブメディカルは、同
日付でエーノースメディカル㈱に商号変更しております。

(2) 非連結子会社の数 ２社
非連結子会社の名称
石川医療器㈱
エムジェイシー㈱

連結の範囲から除いた理由
非連結子会社はいずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益及び利益剰余金等
は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除外しております。

2. 持分法の適用に関する事項
持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社のうち主要な会社等の名称
石川医療器㈱
エムジェイシー㈱
㈱エヌエイチエス静岡

持分法を適用しない理由
持分法非適用会社は、それぞれ当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)等に及ぼ
す影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため、持分法の適用から除外しております。
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3. 会計方針に関する事項
(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券

その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原
価は移動平均法により算定)

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

② 棚卸資産
通常の販売目的で保有する棚卸資産
評価基準は原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)によっております。

a 商品 移動平均法
b 貯蔵品 最終仕入原価法
なお、製品、原材料は保有しておりません。

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産

定率法
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く)並びに2016年４月１日以降に
取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物 ３年〜50年
機械装置及び運搬具 ３年〜17年
工具、器具及び備品 ２年〜20年

② 無形固定資産
定額法
自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年又は10年)に基づく定額法に
よっております。
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(3) 重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定
の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に備えて、支給見込額に基づき当連結会計年度に見合う分を計上
しております。

③ 役員賞与引当金
役員に対して支給する賞与の支出に備えて、当連結会計年度における支給見込額に基づき計上してお
ります。

④ 株式報酬引当金
株式交付規程に基づく取締役等への当社株式等の交付に備えるため、当連結会計年度末における株式
等の交付見込額に基づき計上しております。

⑤ 役員退職慰労引当金
役員の退職慰労金の支出に備えるため、当連結会計年度末における要支給額を計上しております。

⑥ 債務保証損失引当金
非連結子会社への債務保証に係る損失に備えるため、非連結子会社の財務状況等を勘案し、損失負担
見込額を計上しております。

(4) 重要な収益及び費用の計上基準
① 顧客との契約から生じる収益の計上基準

(商品の販売)
当社グループは、医療機器販売事業における医療機器(備品・消耗品)の、国内の病院等医療施設へ

の販売や、介護・福祉事業における介護福祉機器(備品・消耗品)の販売を行っております。
このような商品の販売については、商品を顧客に引き渡し顧客が検収した時点で商品に対する支配

が顧客に移転し、履行義務が充足されることから、顧客が検収した時点で収益を認識しております。
なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項の要件を満たすものについては、出荷時に

収益を認識しております。
(サービスの提供)

当社グループは、医療機器販売事業における医療機器の修理及びアフターサービス、保守契約に基
づく医療機器全般のメンテナンスや、介護福祉機器のレンタルを行っております。
修理及びアフターサービス並びに保守サービスの提供については役務の提供完了により履行義務が

充足されると判断し、役務提供完了時点で収益を認識しております。
介護福祉機器のレンタルは、顧客がサービス提供期間を通じて便益を受けるため、当該期間に履行

義務が充足されたと判断し、期間に応じて定額で収益を認識しております。
(代理人取引)

当社グループが当事者として取引を行っているか、代理人として取引を行っているかの判定にあ
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たっては、次の指標を考慮しております。
・当社グループが、財又はサービスを提供する約束の履行について、主たる責任を有している。
・財又はサービスを顧客に移転する前、又は顧客への支配の移転の後に、当社グループが在庫リス
クを有している。
・財又はサービスの価格の設定において当社グループに裁量権がある。
当社グループが取引の当事者であると判断した場合には、収益を顧客から受け取る対価の総額で

表示し、代理人であると判断した場合には、顧客から受け取る額から仕入先に支払う額を控除した
純額で表示しております。

② ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準
リース料受取時に売上高と売上原価を計上する方法によっております。

(5) のれんの償却方法及び償却期間
のれんの償却については、投資効果の及ぶ期間(８年)にわたり定額法で償却しております。ただし、
金額的に重要性のないものについては、発生時に一括償却しております。

(6) その他連結計算書類作成のための重要な事項
退職給付に係る会計処理の方法
① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につ
いては、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10年)による定額法によ
り費用処理しております。
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
(10年)による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとして
おります。

③ 未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会計処理方法
未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の部におけ
るその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。
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(表示方法の変更)
連結貸借対照表

前連結会計年度において、「流動資産」の「受取手形及び売掛金」に含めていた「電子記録債権」は、
金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。
なお、前連結会計年度の「電子記録債権」は3,264,793千円であります。
前連結会計年度において、「流動負債」の「支払手形及び買掛金」に含めていた「電子記録債務」は、

金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。
なお、前連結会計年度の「電子記録債務」は17,335,330千円であります。
前連結会計年度において、独立掲記しておりました「流動資産」の「未収入金」は、金額的重要性が乏

しくなったため、当連結会計年度より「その他」に含めて表示しております。
なお、当連結会計年度の「未収入金」は3,140,010千円であります。

(会計上の見積りに関する注記)
のれんの評価
(1)当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

（単位：千円）
当連結会計年度

のれん 655,025
(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

当社グループは、首都圏における循環器領域の販売シェア拡大、商品調達力の更なる向上等を見込み、
株式取得により2020年３月末に㈱アクティブメディカル(2021年10月１日付で㈱アルバースへ商号変
更)を企業結合しております。また、千葉県内における整形外科領域の販売シェア拡大、営業に関するノ
ウハウの融合等によるシナジー効果等を見込み、2023年７月に㈱田中医科器械製作所の医療機器販売事
業を譲り受けております。当該企業結合取引の結果、超過収益力として識別したのれんの未償却残高
643,220千円を、(1)記載655,025千円の一部として計上しております。
当該のれんについては、取得原価のうち、のれんに配分された金額が相対的に多額となっていることを

考慮して、減損の兆候が存在すると判断しました。
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（㈱アクティブメディカルに係るのれんの評価）
（単位：千円）

当連結会計年度

のれん 143,220
（減損損失計上後）

減損損失 143,809

① 減損損失の認識と測定
主要な仮定を設定していた売上高及び売上総利益の実績は概ね事業計画通り進捗したものの、主に首都

圏において、物価高の影響を受けた販売費及び一般管理費の増加率が計画を上回り、資産グループにおけ
るキャッシュ・フローが当初計画を下回ったことから、事業計画の見直しを実施しました。見直し後の事
業計画に基づき、当該のれんを含む資産グループについて、帳簿価額と割引前将来キャッシュ・フローの
総額を比較した結果、割引前将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回ったため、減損損失の認識
が必要と判断し、減損損失の測定を実施しております。
その結果、より大きな単位の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失143,809千円を計上して

おります。回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローを割引率13.60％で割
り引いて計算しております。
のれんを加えることによって算定された減損損失の増加額を原則どおりのれんに配分した結果、のれん

残高は143,220千円となりました。

② 主要な仮定
将来キャッシュ・フローは、のれんの償却期間にわたる将来の事業計画を基礎に算定しております。
事業計画は、主として公表されている循環器関連の市場予測データ等による売上高及び売上総利益への

影響を考慮して策定しております。売上高及び売上総利益の計画策定に際しては、市場成長率に基づく増
加のほか、循環器領域の当社グループ経営資源を統合したことによる将来のシナジー効果及び営業戦略の
実行に基づく売上高の拡大を主な仮定としております。加えて、過去実績等に基づいて仕入価格上昇分の
うち一定程度は販売価格へ転嫁する戦略に基づく売上高及び売上総利益の拡大を主な仮定としておりま
す。販売費及び一般管理費は、過去の実績を基礎として、将来のインフレ率等を勘案して見積もっており
ます。
割引率は、加重平均資本コストを基礎として算定しております。
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（㈱田中医科器械製作所の医療機器販売事業に係るのれんの評価）
（単位：千円）

当連結会計年度

のれん 500,000

減損損失 −
① 減損損失の認識
㈱田中医科器械製作所の医療機器販売事業に係るのれんを含む資産グループから得られる割引前将来キ

ャッシュ・フローの総額が当該資産グループの帳簿価額を上回るため、減損損失の認識は不要と判断して
おります。

② 主要な仮定
この将来キャッシュ・フローは、のれんの償却期間にわたる将来の事業計画を基礎に算定しておりま

す。
事業計画は、主として公表されている千葉県における市場予測データ等による売上高及び売上総利益へ

の影響を考慮して策定しております。売上高及び売上総利益の計画策定に際しては、市場成長率に基づく
増加のほか、整形外科領域の当社グループ経営資源を統合したことによる将来のシナジー効果及び営業戦
略の実行に基づく売上高の拡大及び売上総利益の向上を主な仮定としております。加えて、過去実績等に
基づいて仕入価格上昇分のうち一定程度は販売価格へ転嫁する戦略に基づく売上高及び売上総利益の拡大
を主な仮定としております。

これらの将来キャッシュ・フローの見積りにおいて用いた仮定は合理的であると判断しておりますが、
将来の不確実な状況変化により、仮定の見直しが必要となった場合には翌連結会計年度の連結計算書類に
おける、のれんの金額に重要な影響を与える可能性があります。
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(連結貸借対照表に関する注記)
1. 投資有価証券に含まれている非連結子会社及び関連会社株式は58,208千円であります。
2. 担保資産及び担保付債務
(1) 担保提供資産

建物及び構築物 1,459,844千円
土地 1,090,194千円
投資有価証券 1,125,936千円
計 3,675,974千円

(2) 担保付債務
支払手形及び買掛金 1,201,919千円
短期借入金 1,163,104千円
長期借入金 798,861千円
計 3,163,884千円

3. 有形固定資産の減価償却累計額 6,443,919千円
4. 偶発債務

電子記録債権割引高 1,066,309千円
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(連結損益計算書に関する注記)
減損損失
当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類 減損損失
(千円)

北海道地区 事業用資産 建物及び構築物 1,638

工具、器具及び備品 947

東北地区 事業用資産 工具、器具及び備品 8,125

有形固定資産（その他） 4,912

無形固定資産（その他） 5,523

投資その他の資産（その他） 1,915

北陸地区 事業用資産 建物及び構築物 3,089

工具、器具及び備品 711

甲信越地区 事業用資産 建物及び構築物 20,168

工具、器具及び備品 7,145

土地 7,278

のれん 99,480

無形固定資産（その他） 743

投資その他の資産（その他） 1,212

関東地区 事業用資産 建物及び構築物 1,885

工具、器具及び備品 3,058

のれん 143,809

投資その他の資産（その他） 114
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場所 用途 種類 減損損失
(千円)

東海地区 事業用資産 建物及び構築物 2,839

工具、器具及び備品 9,974

無形固定資産（その他） 468

中国地区 事業用資産 建物及び構築物 9,158

工具、器具及び備品 13,408

投資その他の資産（その他） 794
(注) 当社グループの減損会計適用にあたっての資産のグルーピングは、事業用資産については継続的に損益の

把握を実施している単位を、賃貸用資産については各物件を、資産グループとしております。
上記資産のうち、営業活動から生ずる損益が継続してマイナスとなっている資産、株式取得時に想定して

いた超過収益力の一部が見込めなくなった㈱アクティブメディカルに係るのれん、及び超過収益力のすべて
が見込めなくなったマコト医科精機㈱に係るのれんについて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減
少額を減損損失として特別損失に計上しております。
なお、当該資産の回収可能価額は、正味売却価額又は使用価値によって測定しております。正味売却価額

は売却見込額から処分費用見込額を控除して算定しております。使用価値は、将来キャッシュ・フローが見
込める資産グループについては将来キャッシュ・フローを13.60％で割り引いて算定し、将来キャッシュ・
フローが見込めない資産グループについては備忘価額としています。
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(連結株主資本等変動計算書に関する注記)
1. 当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

普通株式 22,238,217株
2. 配当に関する事項
(1) 配当金支払額
決 議 株式の種類 配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効力発生日

2025年９月26日
定 時 株 主 総 会 普通株式 444,745 20 2025年６月30日 2025年９月29日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
2026年９月29日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案

しております。
①配当金の総額 444,744千円
②配当の原資 利益剰余金
③１株当たり配当額 20円
④基準日 2026年６月30日
⑤効力発生日 2026年９月30日

(金融商品に関する注記)
1. 金融商品の状況に関する事項
(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、主に医療機器の卸売事業を行うための設備投資計画に照らして、主に必要な資金を
金融機関からの借入れにより調達しております。一時的な余資は主に安全性の高い短期的な預金等で運
用し、また、短期的な運転資金を金融機関からの借入れにより調達しております。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である受取手形及び売掛金、電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されております。投資

有価証券は、主に取引上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されておりま
す。
営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務は、すべて１年以内の支払期日であります。借入

金は、主にＭ＆Ａに必要な資金、設備投資に必要な資金及び運転資金の調達を目的としたものであり、
償還日は決算日後、最長で18年後であります。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制
①信用リスク(取引先の契約不履行等に係るリスク)の管理

当社グループは、販売管理規程に従い営業債権について担当部署が取引先の状況を定期的にモニタ
リングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の
早期把握や軽減を図っております。
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②市場リスク(為替や金利等の変動リスク)の管理
当社グループは、投資有価証券について定期的に時価や発行体の財務状況等を把握し、また、取引

先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。
③資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)の管理

当社グループは、各部署からの報告に基づき財務担当部署が適時に資金計画を作成・更新するとと
もに、手許流動性の維持などにより流動性リスクを管理しております。

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価

額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等
を採用することにより、当該価額が変動することもあります。

2. 金融商品の時価等に関する事項
2026年６月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ

ります。なお、市場価格のない株式等は、次表には含めておりません((注1)を参照ください。)。
連結貸借対照表計上額

(千円) 時価(千円) 差額(千円)

(1)投資有価証券 3,387,546 3,387,546 −
(2)長期貸付金
(1年内回収予定を含む) 10,908 10,781 △127

貸倒引当金※2 △5,454 △5,454 −
5,454 5,327 △127

資産計 3,393,000 3,392,873 △127
(1)長期借入金

(1年内返済予定を含む) 4,471,997 4,335,469 △136,527
負債計 4,471,997 4,335,469 △136,527

※1 「現金及び預金」「受取手形及び売掛金」「電子記録債権」「支払手形及び買掛金」「電子記録債務」「短
期借入金」については、現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するもの
であることから、記載を省略しております。

※2 長期貸付金に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。

(注1)市場価格のない株式等

区分 連結貸借対照表計上額
(千円)

非上場株式 441,815
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(注2)金銭債権の連結決算日後の償還予定額

区分 １年以内
(千円)

１年超
５年以内
(千円)

５年超
10年以内
(千円)

10年超
(千円)

現金及び預金 10,051,053 − − −
受取手形及び売掛金 58,565,803 − − −
電子記録債権 3,452,321 − − −
長期貸付金 7,045 3,862 − −
合計 72,076,223 3,862 − −

(注3)長期借入金の連結決算日後の返済予定額

区分 １年以内
(千円)

１年超
２年以内
(千円)

２年超
３年以内
(千円)

３年超
４年以内
(千円)

４年超
５年以内
(千円)

５年超
(千円)

長期借入金 887,261 1,333,371 777,702 600,637 433,855 439,171

3．金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ

ルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価

の算定の対象となる資産又は負債に関する市場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル1のインプット以外の時価の算定

に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

(1）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
その他有価証券
株式 3,387,546 − − 3,387,546
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(2）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期貸付金 − 5,327 − 5,327

資産計 − 5,327 − 5,327

長期借入金 − 4,335,469 − 4,335,469

負債計 − 4,335,469 − 4,335,469

(注)時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価

をレベル１の時価に分類しております。

長期貸付金
長期貸付金の時価は、一定の期間ごとに分類し、与信管理上の信用リスク区分ごとに、その将来キャッシ

ュ・フローと国債の利回り等適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率を基に割引現在価値法により算
定しており、レベル２の時価に分類しております。

長期借入金
長期借入金の時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割

引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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(収益認識に関する注記)
1．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)

報告セグメント

医療機器
販売事業 介護・福祉事業 計

消耗品 251,501,309 4,865,684 256,366,994

備品 33,878,835 763,236 34,642,071

その他 10,643,077 684,631 11,327,709

顧客との契約から生じる収益 296,023,222 6,313,552 302,336,775

外部顧客への売上高 296,023,222 6,313,552 302,336,775

2．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
主要な事業における主な履行義務の内容及び収益の測定方法については、「連結注記表（連結計算書類の

作成のための基本となる重要な事項に関する注記等） 3．会計方針に関する事項 (4) 重要な収益及び費用
の計上基準」をご参照ください。
なお、約束された対価は履行義務の充足時点から概ね３ヵ月以内に支払いを受けており、対価の金額に重

要な金融要素は含まれておりません。

3．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会
計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び
時期に関する情報

(1) 契約資産及び契約負債の残高等
当社グループにおいては、契約資産の残高がなく、また、契約負債については、残高に重要性が乏し

く、重大な変動も発生していないため、記載を省略しております。また、過去の期間に充足（又は部分的
に充足）した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益に重要性はありません。

(2) 残存履行義務に配分した取引価格
当社グループでは、残存履行義務に配分した取引価格については、当初に予想される契約期間が１年を

超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省略しています。また、顧客との契約から
生じる対価の中に取引価格に含まれていない重要な金額はありません。



78

(１株当たり情報に関する注記)
1. １株当たり純資産額 932円55銭
2. １株当たり当期純利益 42円45銭
3. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益 42円38銭
(注)１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後1株当たり当期純利益の算定上の基礎

連結損益計算書上の親会社株主に帰属
する当期純利益 944,092千円
普通株主に帰属しない金額 −千円
普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益 944,092千円
普通株式の期中平均株式数 22,237,255株
潜在株式調整後１株当たり当期純利益
の算定に用いられた普通株式増加数 37,481株

(企業結合等関係)
(共通支配下の取引等)
(吸収合併)
当社の連結子会社である株式会社アクティブメディカル（以下、「アクティブメディカル」という。）は、

同社の100％子会社（連結子会社）であったノアインターナショナル株式会社（以下、「ノアインターナシ
ョナル」という。）を2025年10月１日付で吸収合併いたしました。

1. 取引の概要
(1) 結合当事企業の名称及びその事業内容
①結合企業（存続会社）
名称 アクティブメディカル
事業内容 医療機器販売事業

②被結合企業（消滅会社）
名称 ノアインターナショナル
事業内容 医療機器販売事業

(2) 企業結合日
2025年10月１日

(3) 企業結合の法的形式
アクティブメディカルを存続会社、ノアインターナショナルを消滅会社とする吸収合併

(4) 結合後企業の名称
エーノースメディカル株式会社

(5) その他取引の概要に関する事項
当社の連結子会社であるアクティブメディカルは北海道に５事業所を展開し、循環器・整形外科領域を

中心とした医療機器の販売事業を行ってまいりました。一方、ノアインターナショナルは同じく北海道に
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３事業所を展開し、医療機器の販売事業を行ってまいりました。2022年10月にノアインターナショナル
がグループインして以降、両社の保有するノウハウや情報の共有を推進することで営業力を強化してまい
りました。この度、両社の経営資源を統合し、より総合的な医療機器販売体制を構築することが、道内の
医療界への貢献をもとにシェア拡大の加速に寄与するとの判断に至り、本合併を決定いたしました。当社
グループは、本合併を実施することで更なるシナジー効果を創出し、医療機関のあらゆるニーズに応えら
れる体制の確立を推進し、医療の発展と現場の負担軽減に貢献してまいります。

2. 実施した会計処理の概要
「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日）に基づき、共
通支配下の取引として処理しております。
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株主資本等変動計算書（2025年７月１日から2026年６月30日まで）
(単位：千円)

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本
剰余金

資本剰余金
合 計 利益準備金

その他利益
剰 余 金 利益剰余金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 1,380,877 2,946,722 1,509,393 4,456,116 91,748 2,460,375 2,552,123
当 期 変 動 額
会社分割による減少 △181,679 △181,679
剰 余 金 の 配 当 △444,745 △444,745
当 期 純 利 益 281,584 281,584
自 己 株 式 の 取 得
株主資本以外の項目の当期変動額(純額)

当 期 変 動 額 合 計 − − △181,679 △181,679 − △163,160 △163,160
当 期 末 残 高 1,380,877 2,946,722 1,327,714 4,274,436 91,748 2,297,214 2,388,962

(単位：千円)
株主資本 評価・換算差額等

純資産合計自己株式 株主資本合計 その他有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △450 8,388,667 1,506,524 1,506,524 9,895,191
当 期 変 動 額
会社分割による減少 △181,679 △181,679
剰 余 金 の 配 当 △444,745 △444,745
当 期 純 利 益 281,584 281,584
自 己 株 式 の 取 得 △33 △33 △33
株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △202,002 △202,002 △202,002

当 期 変 動 額 合 計 △33 △344,874 △202,002 △202,002 △546,876
当 期 末 残 高 △483 8,043,793 1,304,522 1,304,522 9,348,315
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個別注記表
(重要な会計方針に係る事項に関する注記)
1. 有価証券の評価基準及び評価方法
(1) 子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法
(2) その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
決算期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移
動平均法により算定)

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

2. 棚卸資産の評価基準及び評価方法
評価基準は原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)によっております。
貯蔵品
最終仕入原価法
なお、原材料は保有しておりません。

3. 固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産(リース資産を除く)

定率法
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備は除く)並びに2016年４月１日以降に取
得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 ８年〜22年
工具、器具及び備品 ５年〜15年

(2) 無形固定資産(リース資産を除く)
定額法
自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年又は10年)に基づく定額法によ
っております。

(3) リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(4) 長期前払費用
定額法

4．収益及び費用の計上基準
当社の収益は、関係会社からの業務受託料及び受取配当金となります。業務受託の契約は、関係会社に対
する経営・企画等の指導及び管理業務の役務提供を履行義務としております。当該履行義務は時の経過に
つれて充足されるため、業務受託料は契約期間にわたって期間均等額にて収益計上しております。受取配
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当金は、配当金の効力発生日をもって収益計上しております。
5. 引当金の計上基準
(1) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に備えて、支給見込額に基づき当事業年度に見合う分を計上してお
ります。

(2) 役員賞与引当金
役員に対して支給する賞与の支出に備えて、当事業年度における支給見込額に基づき計上しておりま
す。

(3) 退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しておりま
す。
退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とす
る方法を用いた簡便法を適用しております。

(4) 株式報酬引当金
株式交付規程に基づく取締役等への当社株式等の交付に備えるため、当事業年度末における株式等の交
付見込額に基づき計上しております。

(会計上の見積りに関する注記)
関係会社株式の評価
(1)当事業年度の計算書類に計上した金額

（単位：千円）
当事業年度

関係会社株式 8,620,136

うちマコト医科精機株式会社株式 208,867
（評価損計上後）

(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
関係会社株式のうち、市場価格のない株式について、財政状態の悪化により実質価額が著しく低下し

たときは、回復可能性が十分な証拠によって裏付けられる場合を除いて、帳簿価額と実質価額の差額を評
価損として計上しています。

マコト医科精機株式会社株式については、当事業年度において、売上高減収に伴い赤字転落したこと、
及びそれに伴い固定資産の減損損失を計上したことにより実質価額が著しく低下し、回復可能性が裏付け
られないことから、関係会社株式評価損302,361千円を計上しました。

実質価額は、関係会社より入手した一般に公正妥当と認められる会計基準に準拠して作成した財務諸
表における純資産額を基礎として算定しています。

なお、関係会社に対する投資の評価は、現在入手可能な情報に基づき適切に行われていると考えてい
ますが、将来の不確実な事象により追加的な評価損の計上が必要になる可能性があります。
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(貸借対照表に関する注記)
1. 担保資産及び担保付債務
(1) 担保提供資産

投資有価証券 1,125,936千円
(2) 担保付債務

買掛金 1,201,919千円
2. 有形固定資産の減価償却累計額 108,361千円
3. 保証債務

下記の子会社の仕入債務及び金融機関からの借入債務に対し、債務保証を行っております。
㈱栗原医療器械店 65,707千円
㈱アルバース 518,712千円
マコト医科精機㈱ 404千円
エーノースメディカル㈱ 142,314千円
㈱秋田医科器械店 15,510千円
佐野器械㈱ 56,704千円
ミウル・ヘルスケア㈱ 110,090千円

4. 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
区分掲記されたもの以外で各科目に含まれているものは、次のとおりであります。
短期金銭債権 13,097,283千円
短期金銭債務 4,629,947千円

(損益計算書に関する注記)
関係会社との取引高
(1) 営業取引

売上高 2,971,551千円
地代家賃 1,872千円
業務委託費 79,233千円
広告宣伝費 109千円

(2) 営業取引以外の取引高
受取利息 783千円
支払利息 71,190千円

(株主資本等変動計算書に関する注記)
1. 当事業年度末における自己株式の種類及び株式数
普通株式 998株

2. 変動事由の概要
当期変動額の「会社分割による減少」は、2025年7月1日を効力発生日として、当社の連結子会社であるメ
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ディリスロジ㈱が当社の物流部門を会社分割(簡易吸収分割)により承継したことに伴い、分割する資産及び負
債の純額を当社のその他資本剰余金の減少として処理したものであります。
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(税効果会計に関する注記)
1. 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
未払事業税 5,995千円
役員賞与引当金 10,453千円
関係会社株式簿価差額 762,821千円
投資有価証券評価損 2,571千円
資産除去債務 1,945千円
繰越欠損金 59,734千円
その他 12,636千円
繰延税金資産小計 856,158千円
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △59,734千円
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △796,423千円
評価性引当額小計 △856,158千円
繰延税金資産合計 −千円

繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △595,295千円
繰延税金負債合計 △595,295千円
繰延税金負債の純額 △595,295千円

2. 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳
法定実効税率 30.6％
(調整)
交際費等永久に損金に算入されない項目 4.8％
住民税等均等割額 1.9％
受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △73.0％
評価性引当額の増減額 37.4％
その他 0.2％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 1.9％
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(関連当事者との取引に関する注記)
関連当事者との取引
計算書類作成会社の子会社及び関連会社等

種類 会社等の
名称 所在地

資本金
又は
出資金
(千円)

事業の
内容又
は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

(千円) 科目 期末残高
(千円)

子会社 ㈱栗原医
療器械店

群馬県
太田市 80,000 医療用機

器の販売
所有
直接
100.0

経営管理の受託
仕入業務の受託
資金の借入
役員の兼任

経営管理
仕入業務受託
資金の借入
支払利息

820,424
32,822,756
13,342,834

15,488

立替金
預り金

7,888,641
1,275,919

子会社 協和医科
器械㈱

静岡県
静岡市
駿河区

80,000 医療用機
器の販売

所有
直接
100.0

経営管理の受託
仕入業務の受託
資金の借入
役員の兼任

経営管理
仕入業務受託
資金の借入
支払利息

632,245
17,997,649
23,400,713

23,809

立替金
預り金

82,631
811,885

子会社 ㈱アルバー
ス

東京都
中央区 10,000 医療用機

器の販売
所有
直接
100.0

経営管理の受託
仕入業務の受託
資金の借入
債務保証
(注)1(2)
役員の兼任

経営管理
仕入業務受託
資金の借入
債務保証
支払利息

227,924
10,057,127
7,700,000
518,712

8,535

立替金 2,283,858

子会社 ㈱ミタス 福井県
福井市 60,000 医療用機

器の販売
所有
直接
100.0

経営管理の受託
仕入業務の受託
資金の借入
役員の兼任

経営管理
仕入業務受託
資金の借入
支払利息

112,841
3,289,005

17,500,000
22,393

立替金
預り金

825,873
1,808,434

子会社 マコト医科
精機㈱

山梨県
中央市 30,000 医療用機

器の販売
所有
直接
100.0

経営管理の受託
仕入業務の受託
役員の兼任

経営管理
仕入業務受託

70,488
1,219,969 立替金 315,841

子会社
エーノース
メディカル
㈱

北海道
札幌市
豊平区

10,000 医療用機
器の販売

所有
直接
100.0

経営管理の受託
仕入業務の受託
役員の兼任

経営管理
仕入業務受託

54,493
1,103,297 立替金 273,031

子会社 ㈱秋田医科
器械店

秋田県
秋田市 10,000 医療用機

器の販売
所有
直接
100.0

経営管理の受託
仕入業務の受託
役員の兼任

経営管理
仕入業務受託

35,279
1,593,308 立替金 361,710

子会社 佐野器械㈱
京都府
京都市
南区

12,000 医療用機
器の販売

所有
直接
100.0

経営管理の受託
仕入業務の受託
役員の兼任

経営管理
仕入業務受託

25,274
418,215 立替金 91,870

子会社
㈱オーソエ
ッジジャパ
ン

東京都
中央区 10,000 医療用機

器の販売
所有
間接
100.0

経営管理の受託
仕入業務の受託
資金の借入
役員の兼任

経営管理
仕入業務受託
資金の借入
支払利息

143,600
3,300,140
1,170,163

963

立替金
預り金

917,321
598,446
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(注) 1. 取引条件及び取引条件の決定方針等
(1) 取引条件及び取引条件の決定方針については、市場価格を勘案し、当社グループとの関連を有しな

い会社との取引と同様に決定しております。
(2) 同社の仕入先からの仕入債務及び金融機関からの借入金に対し、債務保証を行っております。
2. 仕入業務受託の取引金額は、年間立替総額を記載しております。

(収益認識に関する注記)
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報について、「個別注記表 (重要な会計方針に係る
事項に関する注記) ４．収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しておりま
す。

(１株当たり情報に関する注記)
1. １株当たり純資産額 420円39銭
2. １株当たり当期純利益 12円66銭
3. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益 12円64銭
(注)１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後1株当たり当期純利益の算定上の基礎

損益計算書上の当期純利益 281,584千円
普通株主に帰属しない金額 −千円
普通株式に係る当期純利益 281,584千円
普通株式の期中平均株式数 22,237,255株
潜在株式調整後１株当たり当期純利益
の算定に用いられた普通株式増加数 37,481株


